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２
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１
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ま
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（
２
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（
３
）
荷
風
と
万
年
橋

お
わ
り
に

キ
ー
ワ
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ド
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永
井
荷
風

日
和
下
駄

江
戸
藝
術
論

浮
世
絵
版
画
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景
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山
水
画

歌
川
広
重

小
林
清
親

す
み
だ
川

情
調

東
京�

本
歌
取
り

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
移
り
行
く
時
代
を
生
き
た
作
家
の
永
井
荷
風
（
一
八
七
九

〜
一
九
五
九
）
は
、
同
時
代
の
都
市
・
東
京
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
、
洗
練
さ
れ
た

品
位
を
重
ん
じ
る
文
体
で
数
多
く
著
し
て
い
る
。
登
場
す
る
風
景
の
季
節
感
あ
ふ
れ

る
描
写
や
、人
物
の
心
情
を
光
景
に
写
し
出
す
表
現
に
読
む
者
が
魅
了
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
ら
が
、
実
在
の
東
京
の
景
色
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
視
覚
的
想
像
力
を
刺
激
す
る

と
と
も
に
、
人
物
の
感
情
と
目
の
前
の
情
景
が
織
り
な
す
世
界
に
、
心
地
良
い
調
和

を
感
じ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

荷
風
作
品
に
は
、
自
身
が
興
味
を
持
ち
、
ま
た
蒐
集
も
し
た
浮
世
絵
版
画
の
風
景

画
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
本
論
で
は
、
東
京
の
町
歩
き
に
よ
っ
て
完
成
し
た

随
筆
『
日
和
下
駄
』
と
風
景
画
と
の
関
わ
り
や
、
小
説
『
す
み
だ
川
』
と
江
戸
名
所

と
の
繋
が
り
を
明
ら
か
に
し
、荷
風
作
品
と
浮
世
絵
版
画
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

ま
た
、
荷
風
の
日
記
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
記
さ
れ
た
江
戸
絵
画
へ
の
関
心
と
作
品
と

の
繋
が
り
に
つ
い
て
検
証
し
、
荷
風
作
品
の
新
た
な
魅
力
に
迫
っ
て
み
た
い
。

１
『
江
戸
藝
術
論
』
に
見
る
浮
世
絵
版
画

（
１
）
鈴
木
春
信
の
錦
絵

荷
風
の
随
筆
『
江
戸
藝
術
論
』
は
、
近
藤
市
太
郎
氏
が
「
欧
米
各
国
の
研
究
書
を

通
読
し
、
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
わ
が
国
に
浮
世
絵
の
美
を
紹
介
し
た
功
績
は
ま

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
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こ
と
に
偉
大
で
あ
る
」１
と
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
浮
世
絵
研
究
の
端
緒

を
切
り
開
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
帰
朝

後
間
も
な
い
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）、
帝
室
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
た
浮
世
絵
を

見
た
荷
風
２
が
浮
世
絵
へ
の
関
心
を
深
め
『
三
田
文
学
』
誌
上
を
中
心
に
発
表
し
た

論
と
、歌
舞
伎
、狂
歌
に
関
す
る
考
証
を
ま
と
め
た
も
の
で
、大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

に
春
陽
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

江
戸
文
化
を
否
定
し
た
明
治
初
年
の
日
本
で
は
、多
く
の
美
術
品
が
海
外
に
流
出
、

各
国
の
個
人
蒐
集
家
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
様
々
な
作
品
が
美
術
館
に
収
め
ら
れ

た
。
荷
風
は
「
江
戸
時
代
に
於
て
最
も
廉
価
な
り
し
平
民
美
術
は
殆
ど
外
人
占
有
の

宝
物
と
な
り
終
れ
り
。」
と
嘆
き
、
日
本
人
が
、
日
本
の
風
土
に
適
し
た
美
術
と
し

て
浮
世
絵
を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
訴
え
て
い
る
。

荷
風
い
う
と
こ
ろ
の
浮
世
絵
と
は
、
肉
筆
画
で
は
な
く
浮
世
絵
版
画
、
す
な
わ
ち

錦
絵
を
指
し
、
そ
の
「
芸
術
的
感
動
に
打
た
れ
た
の
は
亜
米
利
加
諸
市
の
美
術
館
を

見
巡
つ
て
ゐ
た
時
」
に
始
ま
る
と
い
う
３
。
錦
絵
の
持
つ
う
ら
悲
し
く
頼
り
な
い
色

調
に
、
悲
哀
の
美
を
感
じ
て
い
た
荷
風
が
特
に
心
惹
か
れ
た
の
は
、
鈴
木
春
信

（
一
七
二
五
？
〜
一
七
七
〇
）４
の
作
品
だ
っ
た
。

『
三
田
文
学
』（
大
正
三
年
一
月
一
日
）
に
荷
風
は
、『
鈴
木
春
信
の
絵
（
評
論
）』

を
発
表
す
る
。
口
絵
に
は
、
春
信
作
品
四
点
５
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ

は
「
筒
井
筒
」６
を
画
題
と
し
て
い
る
【
図
１
】。
幼
な
じ
み
と
思
し
き
少
年
少
女
が

井
戸
の
ほ
と
り
に
佇
む
主
題
は
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
も
の
だ
が
、
荷
風
は
こ
の
作
品

の
構
図
を
詳
細
に
描
写
し
た
上
で
モ
ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（M

aurice 
M
aeterlinck

）（
一
八
六
二
〜
一
九
四
九
）
の
戯
曲
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』７

の
悲
恋
を
連
想
し
て
い
る
。
春
信
作
品
に
こ
う
し
た
要
素
を
加
え
る
こ
と
は
、
そ
の

美
的
な
情
調
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
数
あ
る
春
信
の
錦
絵
の
中
で
荷
風

が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
見
立
絵
や
美
人
、
子
ど
も
を
題
材
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
男
女
の
描
か
れ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
画
題
ば
か
り
で
あ
り
、
江
戸
文
化

に
情
調
的
な
も
の
を
こ
と
さ
ら
に
見
よ
う
と
す
る
荷
風
独
自
の
視
点
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

ま
た
荷
風
は
、
春
信
の
作
品
が
「
看
者
の
空
想
を
動
す
」
の
は
、「
布
局
設
色
相

共
に
単
純
を
極
む
」
か
ら
で
「
そ
の
人
物
は
製
作
の
年
代
に
従
ひ
結
髪
に
多
少
の
差

を
見
る
と
雖
も
い
づ
れ
の
画
に
於
て
も
常
に
同
一
の
容
貌
を
な
し
年
齢
身
分
等
の
差

別
の
み
か
時
に
は
男
女
の
判
別
さ
へ
僅
に
其
の
衣
服
と
髷
と
に
よ
り
て
之
れ
を
知
る

に
過
ぎ
ず
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
的
な
美
の
特
徴
に
目
を
向
け
た

審
美
眼
に
は
、
趣
味
的
な
鑑
賞
以
上
の
力
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
８
。

（
２
）
北
斎
と
広
重

春
信
作
品
の
情
調
性
に
惹
か
れ
た
荷
風
は
、
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
に
も
、
独
自

の
視
点
か
ら
美
を
発
見
し
て
い
る
。
江
戸
で
は
、
様
々
な
画
風
や
題
材
の
錦
絵
が
誕

生
し
た
が
、
天
保
の
改
革
（
一
八
四
一
〜
四
三
）
に
よ
り
華
や
か
な
美
人
画
や
役
者

絵
が
統
制
の
対
象
と
な
る
と
、
版
元
は
風
景
画
の
制
作
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
名
所
図
会
等
の
流
行
や
諸
街
道
の
整
備
な
ど
も
風
景
画
の
流
行
に
拍
車

【図１】�鈴木春信「筒井筒」
 （『三田文学』大正３年１月１日掲載）
 県立神奈川近代文学館所蔵
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を
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
９
。

浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
は
、
遠
近
法
を
取
り
入
れ
た
浮
絵
10
や
司
馬
江
漢
11

（
一
七
四
七
〜
一
八
一
八
）、
亜
欧
堂
田
善
12
（
一
七
四
八
〜
一
八
二
二
）
ら
に
よ
る

洋
風
画
の
描
写
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
冊
子
体
で
あ
る
名
所
記
の
挿
絵
に
早
く
か
ら

見
ら
れ
、
美
人
風
俗
画
の
背
景
と
し
て
も
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
写
実
的
な
表
現
を

と
る
よ
う
に
な
っ
た
13
。

風
景
画
の
発
達
に
つ
い
て
荷
風
は
、『
三
田
文
学
』（
大
正
二
年
七
月
一
日
）
に
掲

載
し
た
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』14
に
お
い
て
、
浮
絵
の
誕
生
の
ほ
か
、

江
戸
中
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
狂
歌
絵
本
の
流
行
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
荷
風
は
、
歌

に
詠
ま
れ
た
様
々
な
名
所
に
ふ
さ
わ
し
い
挿
絵
を
江
戸
風
景
の
写
生
と
し
て
描
く
こ

と
が
促
さ
れ
た
点
に
注
目
し
た
。
ま
た
、
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）
と

歌
川
広
重
（
一
七
九
七
〜
一
八
五
八
）
の
登
場
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
相
反
す
る

個
性
を
持
っ
た
二
人
の
絵
師
が
、
江
戸
後
期
と
い
う
同
時
代
に
活
躍
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
錦
絵
に
お
け
る
風
景
版
画
は
、
ひ
と
つ
の
芸
術
文
化
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ル

を
築
き
上
げ
た
と
言
え
よ
う
。
北
斎
は
「
冨
嶽
三
十
六
景
」（
天
保
二
〜
四
年
・

一
八
三
一
〜
三
三
）
に
み
る
よ
う
に
自
然
が
か
も
し
出
す
風
景
美
を
、
合
理
的
な
画

面
構
成
に
よ
っ
て
客
観
的
に
描
い
た
。
対
し
て
広
重
は
「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」

（
天
保
三
〜
四
年
・
一
八
三
二
〜
三
三
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
と
人
間
が
織

り
成
す
風
物
を
、
主
観
的
な
旅
情
美
、
抒
情
美
を
込
め
て
表
現
し
て
い
る
15
。
荷
風

は
こ
の
風
景
画
の
二
大
巨
匠
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

北
斎
の
山
水
中
に
見
出
さ
る
ゝ
人
物
は
皆
孜
々
と
し
て
労
役
す
。
然
ら
ざ
れ
ば

殊
更
に
風
景
を
指
し
て
嘆
賞
し
若
し
く
は
甚
し
く
驚
愕
す
る
が
如
き
さ
ま
を
な
せ

り
。
然
る
に
広
重
が
画
図
中
に
は
猪
牙
を
漕
ぐ
船
頭
も
自
ら
行
先
を
急
が
ぬ
ら
し

く
、
馬
上
に
笠
を
戴
く
旅
人
は
常
に
疲
れ
て
眠
る
が
如
し
。（
略
）
北
斎
は
凡
そ

描
く
に
先
立
ち
て
深
く
意
識
し
多
く
期
待
し
常
に
苦
心
し
て
何
等
か
新
意
匠
新
工

夫
を
な
さ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
る
画
家
な
る
べ
し
。
然
る
に
広
重
は
更
に
意
を
用
ふ
る

な
く
唯
見
る
が
ま
ゝ
興
の
動
く
が
ま
ゝ
に
筆
を
執
る
に
似
た
り
。

こ
の
よ
う
な
個
性
の
違
い
は
、北
斎
が
苦
し
い
貧
窮
生
活
を
送
っ
た
の
に
対
し
て
、

広
重
は
裕
福
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
定
火
消
屋
敷
で
育
っ
た
と
い
う
両
者
の
幼
少

の
家
庭
環
境
に
も
影
響
が
あ
る
と
い
う
。
北
斎
の
た
く
ま
し
さ
、
精
密
な
写
生
力
に

よ
る
斬
新
な
画
風
と
強
烈
な
個
性
に
対
し
て
、
広
重
は
静
か
で
穏
や
か
な
画
風
に
自

然
と
人
生
が
溶
け
合
う
美
し
さ
を
描
き
、
観
る
も
の
に
親
近
感
と
哀
愁
を
感
じ
さ
せ

た
。
こ
の
広
重
作
品
が
持
つ
旅
情
と
哀
愁
と
い
う
の
は
、「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」

や
「
木
曽
街
道
六
拾
九
次
之
内
」（
天
保
六
〜
八
年
一
八
三
五
〜
三
七
頃
）
に
お
い

て
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
春
雨
に
濡
れ
る
情
景
、
冬
の
夕
暮
れ
、
焚
き
火
に
寄
り
添

う
駕
篭
か
き
、
人
も
馬
も
荷
も
真
っ
白
に
う
ず
も
れ
た
雪
深
い
山
道
な
ど
、
旅
の
哀

感
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
し
て
い
る
。
荷
風
も
ま
た
、
広
重
の
江
戸
を
描
い
た

作
品
に
、
そ
う
し
た
特
長
を
見
出
し
て
い
た
。

荷
風
が
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
取
り
上
げ
た
広
重
作
品
を
見
て
み

る
。「
名
所
江
戸
百
景

猿
わ
か
町
夜
の
景
」（
安
政
三
年
・
一
八
五
六
）
で
は
、「
月

光
の
下
に
劇
場
已
に
閉
ぢ
行
人
漸
く
稀
な
ら
ん
と
し
て
、
軒
下
な
る
用
水
桶
の
か
げ

に
は
犬
眠
り
夜
駕
籠
客
を
待
つ
さ
ま
を
描
」
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
芝
居
町
の

賑
や
か
さ
で
は
な
く
、
閉
幕
後
の
寂
し
い
光
景
を
描
く
と
こ
ろ
が
「
自
ら
広
重
独
得

の
情
趣
を
造
出
」
し
て
い
る
と
い
う
。
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
「
名
所
江
戸
百
景

廓
中

東
雲
」（
安
政
四
年
・
一
八
五
七
）
は
、
早
朝
の
吉
原
を
描
い
た
風
景
だ
が
、
広
重

の
手
に
か
か
る
と
「
宿
場
ら
し
き
野
趣
を
蔵
す
る
」
と
い
う
。
ま
た
同
じ
く
広
重
の

「
江
都
名
所

隅
田
川
は
な
盛
」（
天
保
期
か
）
は
、「
人
物
画
を
も
よ
く
し
た
る
に

係
ら
ず
隅
田
川
を
描
く
に
さ
へ
強
ひ
て
花
見
の
喧
騒
を
避
け
常
に
蘆
荻
白
帆
の
閑
寂

を
の
み
求
め
た
る
」
と
い
う
通
り
、
名
所
の
賑
や
か
さ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
詩
情

あ
ふ
れ
る
隅
田
川
べ
り
の
遠
景
を
捉
え
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
広
重
作
品
は
、
賑
や
か
な
表
通
り
の
喧
騒
を
嫌
い
、
日
和
下
駄
で
裏
道

（119）
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を
訪
ね
歩
く
こ
と
を
好
ん
だ
荷
風
ら
し
い
選
択
で
あ
り
、
荷
風
は
広
重
作
品
で
描
か

れ
る
抒
情
性
に
、
自
身
の
性
惰
と
の
共
通
点
を
見
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
斬
新
な
画
面
構
成
で
知
ら
れ
た
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
や

「
諸
国
瀧
廻
り
」（
天
保
四
年
・
一
八
三
三
頃
）
に
つ
い
て
、『
浮
世
絵
の
山
水
画
と

江
戸
名
所
』
に
お
け
る
荷
風
の
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
北
斎
の
作
品
で
荷
風

が
興
味
を
示
し
た
の
は
、
狂
歌
絵
本
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」（
享
和
〜
文
化
頃
）
に

描
か
れ
た
、人
物
と
風
景
が
織
り
な
す
都
会
的
情
調
で
あ
っ
た
。「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」

は
、
三
巻
か
ら
な
る
版
本
で
、
正
月
の
江
戸
湾
に
始
ま
り
大
晦
日
の
吉
原
に
至
る
隅

田
川
両
岸
の
四
季
折
々
の
う
つ
ろ
い
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
は
版
本
の
見
開

き
ご
と
に
途
切
れ
る
の
で
は
な
く
、
絵
巻
物
の
よ
う
に
連
続
し
て
、
下
流
か
ら
上
流

へ
の
景
観
と
、
そ
こ
に
集
う
人
々
の
営
み
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
北
斎
作
品
に
関
し

て
も
、
自
身
の
性
質
と
近
し
い
、
美
的
情
調
の
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
好
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
浮
世
版
画
の
風
景
画
に
抒
情
性
や
情
調
性
を
見
出
し
、
自
ら
の

心
情
と
の
共
感
を
抱
い
た
荷
風
は
、
作
品
の
中
に
こ
れ
ら
の
影
響
を
色
濃
く
写
し
出

し
て
い
る
。
以
降
の
章
で
は
特
に
、
随
筆
『
日
和
下
駄
』
と
小
説
『
す
み
だ
川
』
に

見
ら
れ
る
関
わ
り
を
見
て
い
き
た
い
。

２
『
日
和
下
駄
』
と
風
景
画

（
１
）
荷
風
の
浮
世
絵
論

荷
風
が
初
め
て
試
み
た
浮
世
絵
版
画
に
関
す
る
批
評
は
、
前
掲
の
『
三
田
文
学
』

（
大
正
二
年
七
月
一
日
）
の
巻
頭
に
掲
出
さ
れ
た
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』

で
あ
っ
た
。
こ
の
論
は
、
先
に
挙
げ
た
通
り
単
行
本
『
江
戸
藝
術
論
』
へ
の
所
収
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
単
行
本
『
日
和
下
駄
』（
大
正
四
年

籾
山
書
店
）
へ
の
掲
載
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

随
筆
『
日
和
下
駄
』
は
、
市
区
改
正
に
よ
っ
て
江
戸
の
名
残
が
失
わ
れ
始
め
て
い

た
時
代
に
そ
の
面
影
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
荷
風
が
、「
裏
町
を
行
か
う
、
横
道
を

歩
ま
う
」
と
、
江
戸
切
絵
図
を
片
手
に
東
京
の
樹
、
寺
、
水
、
露
地
、
空
地
、
崖
な

ど
を
散
策
し
完
成
さ
せ
た
作
品
で
、
大
正
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
『
三
田
文
学
』

に
連
載
さ
れ
た
。本
作
で
は
、江
戸
の
名
残
の
風
景
を
描
い
た
小
林
清
親（
一
八
四
七

〜
一
九
一
五
）
作
品
や
、
葛
飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
。

一
方
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
随
筆
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
は
、
江

戸
名
所
を
描
い
た
浮
世
絵
版
画
な
ら
び
に
絵
本
の
歴
史
に
つ
い
て
俯
瞰
し
、
奥
村
政

信
（
一
六
八
六
〜
一
七
六
四
）
以
来
の
浮
絵
と
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）

に
流
行
し
た
狂
歌
が
、
そ
の
発
達
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
葛
飾
北
斎
と
歌
川
広
重
の
登
場
に
注
目
し
、
そ
の
個
性
の
違
い
を
具
体
的
な
作

品
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

本
項
で
は
、
荷
風
が
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
を
単
行
本
『
日
和
下
駄
』

に
収
録
し
た
目
的
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
同
書
に
挿
入
さ
れ
た
、
次
の

十
七
点
の
浮
世
絵
版
画
等
の
風
景
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

歌
川
国
芳
「
東
都
名
所

す
る
が
だ
ひ
」（
天
保
年
間
初
期
頃
）

鳥
居
清
信
（
二
代
）「
新
板
江
戸
八
景

両
国
の
夕
照
」（
十
八
世
紀
前
半
）

西
村
重
長
『
絵
本
江
戸
み
や
げ
』
よ
り
「
ミ
め
ぐ
り
の
春
色
」（
宝
暦
三
年
）

鈴
木
春
信
『
絵
本
続
江
戸
土
産
』
よ
り
「
鎧
の
渡
の
図
」（
明
和
五
年
頃
）

歌
川
豊
春
「
新
板
浮
絵
忍
ヶ
岡
之
図
」（
明
和
年
間
末
期
～
安
永
年
間
頃
）

葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景

深
川
万
年
橋
下
」（
天
保
二
〜
四
年
）

葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景

江
戸
日
本
橋
」（
天
保
二
〜
四
年
）

昇
亭
北
寿
「
た
う
く
ハ
ん
山
の
づ
」（
文
化
・
文
政
年
間
頃
）

昇
亭
北
寿
「
東
都
深
川
洲
崎
従
弁
天
臨
海
上
」（
文
化
・
文
政
年
間
頃
）

渓
斎
英
泉
「
江
戸
八
景

芝
浦
の
帰
帆
」（
天
保
十
四
～
弘
化
三
年
頃
）

歌
川
国
芳
「
東
都
三
ツ
股
の
図
」（
天
保
年
間
初
期
頃
）

歌
川
広
重�

「
東
都
名
所
坂
つ
く
し
之
内

牛
込
神
楽
坂
之
図
」（
天
保
十
～
十
三
年
頃
）
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歌
川
広
重
「
江
都
勝
景

桜
田
外
の
図
」（
天
保
六
～
九
年
頃
）

歌
川
広
重
「
東
都
名
所

霞
ヶ
関
之
図
」（
天
保
十
四
～
弘
化
四
年
頃
）

歌
川
広
重
「
江
都
勝
景

大
橋
中
洲
之
図
」（
天
保
六
～
九
年
頃
）

小
林
清
親
「
元
柳
橋
両
国
遠
景
」（
明
治
十
二
年
）

小
林
清
親
「
江
戸
橋
夕
暮
富
士
」（
明
治
十
二
年
）

荷
風
は
「
挿
絵
目
次
」
と
し
て
、
絵
師
名
、
作
品
名
、
時
代
年
代
を
記
載
16
し
て

い
る
が
、
画
題
等
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
本
論
中
で
用
い
る
際
は
上
記
の
普
遍
的

な
名
称
等
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
版
は
、「
東
都
名
所

す
る
が
だ
ひ
」
の
み
口
絵

と
し
て
原
色
版
で
掲
載
し
、
そ
の
他
は
、『
日
和
下
駄
』
と
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と

江
戸
名
所
』
の
間
に
一
頁
に
一
点
ず
つ
が
「
挿
絵
目
次
」
の
順
に
上
質
紙
に
コ
ロ
タ

イ
プ
印
刷
さ
れ
て
い
る
17
。
い
ず
れ
も
作
者
名
と
作
品
名
、
年
代
等
を
記
載
し
、「
東

都
名
所

す
る
が
だ
ひ
」
に
は
「
諏
訪
氏
所
蔵
」18
と
あ
り
、
他
は
す
べ
て
「
著
者

所
蔵
」
で
あ
る
。
但
し
書
き
に
あ
る
通
り
、
年
代
を
推
察
し
て
ま
で
記
し
た
の
は
「
風

景
の
変
遷
を
想
像
」
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

従
来
こ
れ
ら
の
図
版
は
、『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
中
に
示
さ
れ
た
風

景
版
画
を
視
覚
的
に
補
う
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
19
。
し
か
し
、
本
文
中
の

説
明
と
繋
が
り
の
な
い
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
項
で
は
改
め
て
単
行

本
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
『
日
和
下
駄
』
も
含
め
、
本
文
と
図
版
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
で
、
荷
風
の
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
の
捉
え
方
を
探
っ
て
み
た
い
。

（
２
）
名
残
の
風
景

荷
風
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
、
江
戸
名
所
絵
本
の
変
遷
を
、
古

く
は
菱
川
師
宣
『
狂
歌
旅
枕
』
か
ら
、
西
村
重
長
の
『
絵
本
江
戸
み
や
げ
』、
鈴
木

春
信
『
絵
本
続
江
戸
土
産
』、
北
尾
政
美
『
江
戸
吾
嬬
鑑
』、
鳥
居
清
長
『
絵
本
物
見

岡
』20
、
喜
多
川
歌
麿
『
絵
本
江
戸
爵
』、
北
尾
重
政
『
絵
本
吾
妻
袂
』
に
到
る
ま
で

絵
師
の
名
と
と
も
に
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
補
う
図
版
が
、「
ミ
め
ぐ
り
の

春
色
」（『
絵
本
江
戸
み
や
げ
』
所
載
）
や
「
鎧
の
渡
の
図
」（『
絵
本
続
江
戸
土
産
』

所
載
）
な
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
隅
田
川
の
渡
船
を
描
い
た
場
面
を
選
ん
で
い
る
の
は
、

『
日
和
下
駄
』
の
次
の
内
容
に
呼
応
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

今
日
世
界
の
都
会
中
渡
船
な
る
古
雅
の
趣
を
保
存
し
て
い
る
処
は
日
本
の
東
京

の
み
で
は
あ
る
ま
い
か
。
米
国
の
都
市
に
は
汽
車
を
渡
す
大
仕
掛
け
の
渡
船
が
あ

る
け
れ
ど
、
竹
屋
の
渡
し
の
如
く
、
河
水
に
洗
出
さ
れ
た
木
目
の
美
し
い
木
造
の

船
、
樫
の
艪
、
竹
の
棹
を
以
て
す
る
絵
の
如
き
渡
船
は
な
い
。
私
は
向
島
の
三
囲

や
白
髭
に
新
し
く
橋
梁
の
出
来
る
事
を
決
し
て
悲
し
む
者
で
は
な
い
。（
略
）
木

で
造
っ
た
渡
船
と
年
老
い
た
船
頭
と
は
現
在
並
び
に
将
来
の
東
京
に
対
し
て
最
も

尊
い
骨
董
の
一
つ
で
あ
る
。

水
辺
と
船
と
が
作
り
上
げ
る
美
し
い
情
景
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

図
版
「
新
板
江
戸
八
景

両
国
の
夕
照
」
は
、『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』

の
「
寛
保
延
享
の
頃
の
漆
絵
紅
絵
に
は
早
く
も
西
洋
風
の
遠
近
法
を
用
ひ
て
巧
み
に

遠
見
の
景
色
と
人
物
群
集
の
状
と
を
描
き
出
せ
り
。」
と
い
う
絵
画
技
法
の
参
考
図

版
で
あ
る
と
と
も
に
『
日
和
下
駄
』
の
「
私
は
唯
両
国
橋
の
有
無
に
係
ら
ず
そ
の
上

下
に
今
猶
渡
場
が
残
さ
れ
て
あ
る
如
く
隅
田
川
其
の
他
の
川
筋
に
い
つ
ま
で
も
昔
の

ま
ゝ
の
渡
船
の
あ
ら
ん
事
を
希
ふ
の
で
あ
る
。」
と
い
っ
た
、
江
戸
か
ら
引
き
続
く

名
残
の
風
景
に
自
身
の
心
情
を
重
ね
る
た
め
の
引
用
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、『
日
和

下
駄
』
の
第
六
章
に
あ
た
る
「
水
」
に
は
「
附
渡
船
」
と
い
う
副
題
が
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
が
織
り
な
す
情
景
に
、
荷
風
は
特
別
な
感
情
を
抱
い
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

図
版
「
江
都
勝
景

大
橋
中
洲
之
図
」
も
ま
た
、『
日
和
下
駄
』
の
次
の
一
節
と

の
繋
が
り
が
見
ら
れ
る
。

中
洲
と
箱
崎
町
の
出
端
と
の
間
に
深
く
突
入
つ
て
ゐ
る
堀
割
は
此
れ
を
箱
崎
町

（121）
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の
永
久
橋
、
ま
た
は
浜
町
の
川
口
橋
な
ぞ
か
ら
眺
め
て
見
る
と
入
江
の
や
う
に

広
々
し
た
水
の
上
に
、
夕
方
な
ぞ
は
無
数
の
荷
船
が
一
面
に
碇
泊
し
て
、
い
づ
れ

も
舷
か
ら
炊
事
の
烟
を
立
ち
な
び
か
せ
て
ゐ
る
。
凡
て
堀
割
の
の
眺
望
の
最
も
変

化
に
富
み
且
つ
活
気
を
帯
び
る
処
は
、
こ
の
中
洲
の
水
の
や
う
に
彼
方
此
方
か
ら

幾
筋
の
細
い
流
れ
が
稍
広
い
堀
割
を
中
心
に
し
て
一
個
所
に
落
合
つ
て
来
る
処
、

若
し
く
は
深
川
の
扇
橋
の
如
く
、
長
い
堀
割
が
互
に
交
錯
し
て
十
文
字
を
な
す
処

で
あ
る
。

本
図
に
は
、
荷
船
を
た
た
え
た
水
辺
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
水
辺

の
美
し
さ
が
、
江
戸
の
風
景
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
浮
世
絵
版

画
に
よ
っ
て
読
者
に
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

同
じ
く
図
版
「
江
戸
八
景

芝
浦
の
帰
帆
」
も
『
日
和
下
駄
』
と
の
関
連
が
強
い
。

品
川
の
海
は
僅
に
房
州
通
の
蒸
汽
船
と
円
ツ
こ
い
達
磨
船
を
曳
動
す
曳
船
の
往

来
す
る
位
の
も
の
で
、
東
京
な
る
大
都
会
の
繁
栄
と
は
直
接
に
さ
し
た
る
関
係
も

な
い
泥
海
で
あ
る
。（
略
）
遠
く
の
沖
に
は
彼
方
此
方
に
澪
や
粗
朶
が
突
立
つ
て

ゐ
る
が
、
こ
れ
さ
へ
岸
よ
り
眺
む
れ
ば
塵
芥
か
と
思
は
れ
、
そ
の
間
に
泛
ぶ
牡
蠣

舟
や
苔
取
の
小
舟
も
今
は
唯
強
ひ
て
江
戸
の
昔
を
追
回
し
や
う
と
す
る
人
の
眼
に

の
み
聊
か
の
風
趣
を
覚
え
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。（
略
）
天
気
の
よ
い
時
白
帆

や
浮
雲
と
共
に
望
み
得
ら
れ
る
安
房
上
総
の
山
影
と
て
も
、
最
早
や
今
日
の
都
会

人
に
は
彼
の
花
川
戸
助
六
が
台
詞
に
も
読
込
ま
れ
て
ゐ
る
や
う
な
爽
快
な
心
持
を

起
さ
せ
は
し
な
い
。
品
川
湾
の
眺
望
に
対
す
る
興
味
は
時
勢
と
共
に
全
く
湮
滅
し

て
し
ま
つ
た
（
略
）
芝
浦
の
月
見
も
高
輪
の
二
十
六
夜
待
も
既
に
な
き
世
の
語
草

で
あ
る
。

本
図
は
、
風
景
画
の
画
題
で
知
ら
れ
る
「
瀟
湘
八
景
」
に
な
ぞ
ら
え
た
「
江
戸
八

景
」
の
一
図
で
、
白
い
帆
を
並
べ
た
芝
浦
の
様
子
は
、
失
わ
れ
た
江
戸
の
風
景
を
思

い
出
す
よ
す
が
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

水
辺
以
外
の
風
景
で
は
ど
う
か
。
唯
一
の
カ
ラ
ー
図
版
「
東
都
名
所

す
る
が
だ

ひ
」、
ま
た
「
東
都
名
所
坂
つ
く
し
之
内

牛
込
神
楽
坂
之
図
」
や
「
江
都
勝
景

桜
田
外
の
図
」
に
繋
が
る
解
説
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
は
わ
ず
か

に
シ
リ
ー
ズ
名
に
言
及
が
あ
る
の
み
だ
が
、『
日
和
下
駄
』
で
は
描
か
れ
た
風
景
の

地
名
が
登
場
し
て
い
る
。「
今
市
中
の
坂
に
し
て
眺
望
の
佳
な
る
も
の
を
挙
げ
ん
か
。

神
田
お
茶
の
水
の
昌
平
坂
は
駿
河
台
岩
崎
邸
門
前
の
坂
と
同
じ
く
万
世
橋
を
眼
の
下

に
神
田
川
を
眺
む
る
に
よ
ろ
し
く
」「
明
月
皎
々
た
る
夜
、
牛
込
神
楽
坂
浄
瑠
璃
坂

左
内
坂
ま
た
逢
坂
な
ぞ
の
ほ
と
り
に
佇
ん
で
御
濠
の
土
手
の
つ
ゞ
く
限
り
婆
娑
た
る

老
松
の
影
静
な
る
水
に
映
ず
る
さ
ま
を
眺
め
な
ば
、
何
人
も
東
京
中
に
此
の
如
き
絶

景
あ
る
か
と
驚
か
ざ
る
を
得
ま
い
。」「
半
蔵
御
門
よ
り
外
桜
田
の
堀
或
は
ま
た
日
比

谷
馬
場
先
和
田
倉
御
門
外
へ
か
け
て
の
堀
端
に
は
一
斉
に
柳
が
植
わ
つ
て
ゐ
て
処
々

に
水
撒
の
車
が
片
寄
せ
て
あ
る
。
こ
の
柳
は
恐
ら
く
明
治
に
な
つ
て
か
ら
植
ゑ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
広
重
が
東
都
名
勝
の
錦
絵
の
中
外
桜
田
の
景
を
看
て
も
堀
端
の
往
来

際
に
は
一
本
の
柳
と
て
も
描
か
れ
て
は
居
な
い
。
土
手
を
下
り
た
水
際
の
柳
の
井
戸

の
所
に
唯
一
株
の
柳
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。」
と
、
江
戸
の
風
景
と
比
較
し
た
大

正
期
の
東
京
風
景
の
あ
り
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
荷
風
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
浮
絵
の
歴
史
に
つ
い
て
、
奥

村
政
信
か
ら
歌
川
豊
春
（
一
七
三
五
〜
一
八
一
四
）
ま
で
の
名
所
絵
の
流
行
に
言
及

し
て
い
る
。
図
版
「
新
板
浮
絵
忍
ヶ
岡
之
図
」
は
、
浮
絵
の
具
体
的
な
事
例
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
日
和
下
駄
』
の
次
の
記
述
を
見
る
と
、
江
戸
以
来
の
趣
を

残
す
不
忍
池
の
魅
力
を
伝
え
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

池
に
は
古
来
よ
り
不
忍
池
の
勝
地
あ
る
事
こ
れ
も
今
更
説
く
必
要
が
な
い
。
私

は
毎
年
の
秋
竹
の
台
に
開
か
れ
る
絵
画
展
覧
会
を
見
物
し
て
帰
る
時
、
い
つ
も
出

品
の
絵
画
よ
り
も
、
向
ケ
岡
に
沈
む
夕
日
の
色
の
枯
蓮
浮
ぶ
池
の
水
に
反
映
す
る

天
然
の
絵
画
に
対
し
て
、
思
は
ず
杖
を
留
む
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
し
て
現
代
美
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術
の
品
評
よ
り
も
独
り
離
れ
て
自
然
の
画
趣
に
恍
惚
と
す
る
方
が
遥
に
平
和
幸
福

で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

不
忍
池
は
今
日
市
中
に
残
さ
れ
た
池
の
中
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
つ
い
て
荷
風
は
、『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸

名
所
』
で
「
そ
の
設
色
の
布
局
と
相
俟
つ
て
北
斎
を
し
て
不
朽
な
ら
し
む
る
傑
作
品

な
れ
ど
も
往
々
に
し
て
其
の
船
舶
そ
の
人
物
樹
木
家
屋
瓦
等
に
何
と
な
く
支
那
ら
し

き
趣
を
覚
え
し
む
。」
と
日
本
的
な
風
景
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自

ら
の
好
み
に
合
わ
な
い
と
明
言
し
て
い
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、「
江
戸
日
本
橋
」「
深

川
万
年
橋
下
」
の
二
図
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
『
日
和
下
駄
』
の
参
考
図
版

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

葛
飾
北
斎
富
嶽
卅
六
景
の
錦
絵
を
描
く
や
、
其
の
中
江
戸
市
中
よ
り
富
士
を
望

み
得
る
処
の
景
色
凡
そ
十
数
個
所
を
択
ん
だ
。（
略
）
而
し
て
富
嶽
の
眺
望
の
最

も
美
し
き
は
矢
張
浮
世
絵
の
色
彩
に
似
て
、
初
夏
晩
秋
の
夕
陽
に
照
さ
れ
て
雲
と

霞
は
五
彩
に
輝
き
山
は
紫
に
空
は
紅
に
染
め
尽
さ
れ
る
折
で
あ
る
。

と
、
東
京
市
中
か
ら
見
る
富
士
山
の
美
し
さ
を
錦
絵
の
よ
う
な
色
彩
に
例
え
て
い

る
。そ

の
一
方
で
、
図
版
「
東
都
名
所

霞
ヶ
関
之
図
」
を
見
て
み
る
と
、『
浮
世
絵

の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
の
解
説
が
詳
し
い
。

外
桜
田
の
弁
慶
堀
よ
り
大
名
屋
敷
の
白
壁
打
続
く
霞
ケ
関
の
傾
斜
は
広
重
の
好

ん
で
描
き
し
地
点
た
り
。
一
つ
は
夕
立
晴
れ
た
る
夏
の
午
後
と
覚
し
く
、
辻
番
所

立
て
る
坂
の
上
よ
り
下
町
の
人
家
と
芝
浦
の
帆
影
ま
で
を
見
晴
す
大
空
に
は
忽
然

大
き
な
る
虹
斜
め
に
勇
ま
し
く
現
は
れ
出
た
る
処
な
り
。
さ
れ
ど
道
行
く
も
の
は

子
供
を
つ
れ
傘
打
ち
つ
ぼ
め
し
女
の
外
に
は
誰
れ
一
人
こ
の
美
し
き
虹
に
は
気
も

付
か
ぬ
様
子
に
て
大
小
に
羽
織
袴
の
侍
も
小
紋
の
夏
羽
織
の
町
人
も
本
家
枇
杷
葉

湯
の
荷
箱
ま
た
団
扇
の
荷
を
担
ぐ
物
売
の
商
人
も
、
皆
大
な
る
菅
笠
に
顔
を
か
く

し
吹
風
に
烈
し
く
も
其
の
裾
を
打
払
は
れ
聊
か
行
悩
め
る
如
き
有
様
を
見
せ
た

り
。
こ
れ
坂
の
上
の
甚
高
き
こ
と
を
想
像
せ
し
め
ん
と
す
る
画
家
の
用
意
の
周
到

な
る
処
な
る
べ
し
。

し
か
し
こ
れ
は
、
絵
師
が
捉
え
た
景
色
を
ど
の
よ
う
な
技
法
で
描
い
て
い
る
か
の

分
析
で
、
風
景
画
か
ら
見
出
さ
れ
る
情
調
性
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
霞
ヶ
関
の

坂
か
ら
の
眺
望
の
偉
大
さ
が
荷
風
の
心
を
打
つ
の
は
、『
日
和
下
駄
』
に
あ
る
「
霞

ケ
関
を
昇
降
す
る
時
に
は
覚
え
ず
其
の
眺
望
の
大
な
る
に
歩
み
を
留
め
る
で
は
な
い

か
。
東
京
市
は
坂
の
上
の
眺
望
に
よ
つ
て
最
も
よ
く
其
の
偉
大
を
示
す
と
云
ふ
べ
き

で
あ
る
。」
と
い
う
感
慨
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
た
う
く
ハ
ん
山
の
づ
」
に
つ
い
て

も
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
で
語
ら
れ
る
の
は
作
品
の
詳
細
な
技
法
で
あ

る
。

左
方
に
立
つ
崖
の
側
面
を
画
く
に
北
寿
は
三
角
形
の
連
続
を
以
て
し
又
そ
の
麓

に
横
る
広
き
畠
を
ば
黄
と
緑
と
褐
色
の
三
色
を
以
て
染
分
け
た
る
格
子
と
な
し
こ

れ
を
遠
近
法
に
よ
り
て
配
列
せ
し
め
た
る
事
な
り
。
も
し
北
寿
を
し
て
今
一
歩
を

進
ま
し
め
ん
か
日
本
に
於
け
る
最
初
の
立
方
体
画
家
と
な
り
し
や
知
る
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
に
対
し
て
『
日
和
下
駄
』
で
は
、
道
灌
山
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
の
心
情
が

「
上
野
か
ら
道
灌
山
飛
鳥
山
へ
か
け
て
の
高
地
の
側
面
は
崖
の
中
で
最
も
偉
大
な
も

の
で
あ
ら
う
。」
と
、
綴
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
、
図
版
「
東
都
深
川
洲
崎
従
弁
天
臨
海
上
」
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江

戸
名
所
』
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
北
寿
作
品
の
色
使
い
や

空
間
構
成
、
造
形
美
に
注
目
す
る
た
め
で
、
地
域
の
風
景
に
対
す
る
心
情
は
綴
ら
れ

て
い
な
い
。
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明
治
初
年
に
、
西
洋
画
や
写
真
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
「
光
線
画
」
の
作
者
と
し

て
知
ら
れ
た
小
林
清
親
に
至
っ
て
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
に
は
言
及

が
な
い
が
、『
日
和
下
駄
』
に
は
図
版
「
元
柳
橋
両
国
遠
景
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

両
国
橋
よ
り
稍
河
下
の
溝
に
小
橋
あ
つ
て
元
柳
橋
と
云
は
れ
、
こ
ゝ
に
一
樹
の

老
柳
あ
り
し
は
柳
北
先
生
の
同
書
に
も
見
え
ま
た
小
林
清
親
翁
が
東
京
名
所
絵
に

も
描
か
れ
て
あ
る
。
川
面
籠
る
朝
霧
に
両
国
橋
薄
墨
に
か
す
み
渡
り
た
る
此
方
の

岸
に
、
幹
太
き
一
樹
の
柳
少
し
く
斜
に
な
り
て
立
つ
、
其
の
木
蔭
に
縞
の
着
流
の

男
一
人
、
手
拭
を
肩
に
し
な
が
ら
水
を
眺
む
る
如
き
さ
ま
を
写
す
。
閑
雅
の
趣
自

ら
紙
上
に
溢
れ
、
何
と
な
く
猪
牙
舟
の
艪
声
と
鷗
の
鳴
く
音
さ
へ
聞
き
得
る
や
う

な
心
地
を
さ
せ
る
。

ま
た
、
図
版
「
江
戸
橋
夕
暮
富
士
」
は
、
江
戸
橋
上
か
ら
の
眺
め
を
記
し
た
『
日

和
下
駄
』
の
次
の
一
節
と
呼
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

沿
岸
の
商
家
倉
庫
及
び
街
上
橋
頭
の
繁
華
雑
沓
と
合
せ
て
、
東
京
市
内
の
堀
割

の
中
で
最
も
偉
大
な
る
壮
観
を
呈
す
る
処
と
思
つ
て
ゐ
る
。
殊
に
年
の
暮
の
夜
景

な
ぞ
は
、
沿
岸
の
街
の
燈
火
と
橋
上
を
往
来
す
る
車
の
灯
と
が
徹
宵
水
の
上
に
入

り
乱
れ
て
揺
き
動
く
有
様
銀
座
通
り
の
燈
火
な
ぞ
よ
り
も
遥
に
美
麗
で
あ
る
。

清
親
作
品
の
情
景
と
失
わ
れ
た
風
景
に
惹
か
れ
る
荷
風
の
心
情
が
、
見
事
に
一
致

し
た
一
節
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
日
和
下
駄
』
の
中
で
荷
風
が
「
一
時
代
の
感

情
を
表
現
し
得
た
る
点
に
お
い
て
小
林
翁
の
風
景
版
画
は
甚
だ
価
値
あ
る
美
術
」
と

評
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
荷
風
に
と
っ
て
過
去
の
江
戸
東

京
を
描
い
た
風
景
画
は
、
ま
さ
に
ひ
と
つ
の
時
代
を
取
り
巻
く
感
情
を
表
す
も
の
で

あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
単
行
本
『
日
和
下
駄
』
に
掲
載
さ
れ
た
江
戸
か
ら
明
治
初
年
の

名
所
絵
は
、
同
作
品
に
言
及
の
あ
る
地
域
を
描
い
た
も
の
が
多
数
あ
り
、
か
つ
そ
れ

ら
が
、
水
辺
の
風
景
に
江
戸
の
面
影
を
発
見
し
た
り
、
坂
か
ら
の
景
観
に
趣
を
感
じ

た
荷
風
の
心
映
え
と
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。い
わ
ば
こ
れ
ら
の
風
景
画
は
、

大
正
期
の
東
京
風
景
に
対
す
る
荷
風
の
心
情
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

言
え
よ
う
。
そ
し
て
『
日
和
下
駄
』
の
読
者
は
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
『
浮
世
絵

の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
を
併
読
す
る
こ
と
で
、
浮
世
絵
版
画
の
歴
史
や
技
法
に
つ

い
て
の
知
識
を
得
て
、
よ
り
一
層
、
掲
載
さ
れ
た
図
版
へ
の
興
味
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
に
違
い
な
い
。

単
行
本
『
日
和
下
駄
』
は
、
二
作
品
を
合
わ
せ
て
読
ま
せ
る
仕
掛
け
を
は
ら
み
、

さ
ら
に
浮
世
絵
版
画
の
図
版
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
読
者
に
江
戸
か
ら
明
治
初
年
の

失
わ
れ
た
情
景
を
視
覚
的
に
提
供
し
た
。
大
正
期
の
東
京
に
江
戸
の
名
残
の
風
景
を

探
す
術
を
人
々
に
与
え
た
、
画
期
的
な
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
荷
風
書
簡
と
『
日
和
下
駄
』

単
行
本
『
日
和
下
駄
』
収
録
の
図
版
に
つ
い
て
は
、
十
六
図
を
一
箇
所
に
ま
と
め

て
掲
載
す
る
こ
と
や
、
作
品
名
、
作
者
、
所
蔵
者
に
つ
い
て
「
説
明
の
文
字
」
と
し

て
追
記
し
た
い
旨
、
荷
風
自
身
が
細
か
く
依
頼
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
発
行
元
の
籾

山
書
店
店
主
・
籾
山
仁
三
郎
に
宛
て
た
書
簡
（
大
正
四
年
十
一
月
十
六
日
付
）
か
ら

読
み
取
れ
る
【
図
２
】。

拝
呈
只
今
拙
著
日
和
下
駄
製
本
拝
見
致

書
物
の
体
裁
あ
れ
に
て
満
足
に
有
之

コ
ロ
タ
イ
プ
入
れ
場
所
も
あ
の
通
り
十
六
枚
一
ツ
処
に
入
れ
置
く
方
宜
敷
御
座

然
し
あ
の
コ
ロ
タ
イ
フ

（
マ
マ
）

ハ
非
常
に
粗
悪
に
て
普
通
の
写
真
板
よ
り
醜
く
こ
ま
り

申

そ
れ
か
ら
各
コ
ロ
タ
イ
プ
の
横
に
説
明
の
文
字
（
朱
色
イ
ン
キ
）
組
込
む
筈

原
稿
ハ
写
真
の
ウ
ラ
に
書
入
申
置
き

右
説
明
無
之

て
ハ
宜
敷
か
ら
ず
後
よ
り

何
と
か
致
さ
れ
ま
じ
き
や
御
尽
力
願
上
申
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左
の
如
し

…
…
…

プ
イ
タ
コロ

以
下
之
に
同
じ

蔵
所
者
著

橋
国
両

信
清
居
鳥

至
急
御
願
ま
で
匆
々
頓
首

十
六
日
夜

荷
風
生
拝

米
刄
堂
御
中

 

荷
風
が
図
版
の
質
に
つ
い
て
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
存
在
を
重

要
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
日
和
下
駄
』
の
中
で
荷
風
が
好
ん
だ
の
は
、
新
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
裏
通

り
の
ほ
か
、
水
辺
、
樹
、
空
地
に
見
ら
れ
る
都
会
の
中
の
自
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
失
わ
れ
ゆ
く
景
色
に
対
す
る
哀
惜
の
念
や
都
市
の
美
観
へ
の
愛
情
と
共
鳴
す
る
の

が
、
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
に
見
ら
れ
る
抒
情
性
や
情
調
性
で
あ
っ
た
。

浮
世
絵
版
画
は
、
江
戸
の
庶
民
が
自
分
た
ち
の
手
で
生
み
出
し
た
も
の
で
、
そ
の

題
材
も
彼
ら
自
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、い
わ
ば
江
戸
庶
民
の
自
画
像
で
あ
り
、

こ
れ
を
「
専
制
時
代
に
発
生
せ
し
江
戸
平
民
の
娯
楽
芸
術
」
と
す
る
荷
風
が
掲
げ
て

い
た
の
は
「
国
家
権
力
に
対
す
る
秘
め
た
る
反
骨
精
神
」
21
で
あ
っ
た
。
荷
風
は
、

支
配
さ
れ
る
側
の
人
々
が
作
り
上
げ
た
芸
術
に
こ
そ
、
日
本
の
伝
統
美
を
見
つ
け
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
も
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
は
、
皮
相
的
な
近
代
化
に

対
す
る
文
明
批
評
の
一
面
も
持
つ
『
日
和
下
駄
』
の
挿
絵
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。 ）

6
∧
）
5

∧
）
5

【図２】�永井荷風 籾山仁三郎宛書簡（大正４年11月16日付）�
県立神奈川近代文学館所蔵
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単
行
本
『
日
和
下
駄
』
に
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
を
収
録
し
、
ま
た

図
版
を
挿
入
し
た
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
風
景
画
の
持
つ
抒
情
性
や
情
調
性
を

活
用
し
て
、
失
わ
れ
ゆ
く
景
観
へ
の
哀
惜
の
念
を
、
読
者
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
手
法

を
と
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
荷
風
に
は
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
す
で
に
制
作
し

て
い
た
作
品
が
あ
る
。
次
章
で
は
、
江
戸
の
名
残
を
伝
え
る
水
辺
の
名
所
を
作
中
に

織
り
込
ん
だ
、
小
説
『
す
み
だ
川
』
と
、
作
品
執
筆
に
当
た
っ
て
影
響
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
る
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
と
の
関
係
を
見
て
い
く
。

３
『
す
み
だ
川
』
の
風
景

（
１
）
江
戸
の
面
影

『
す
み
だ
川
』
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
二
月
、『
新
小
説
』
に
発
表
さ

れ
た
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
風
景
や
人
々
を
登
場
さ
せ
た
詩
情
豊
か
な
作
品
で

あ
る
。「
人
物
及
び
市
街
の
光
景
は
明
治
三
十
五
六
年
の
時
代
」（『
は
し
が
き
』
以

下
同
）
と
し
、
自
身
が
「
見
歩
い
た
東
京
の
町
々
と
そ
の
時
代
の
生
活
と
を
言
知
れ

ず
な
つ
か
し
く
思
返
し
て
」
執
筆
さ
れ
た
。
荷
風
が
実
際
に
筆
を
執
っ
た
「
明
治

四
十
一
二
年
の
こ
ろ
隅
田
川
の
架
せ
ら
れ
た
橋
梁
の
中
で
む
か
し
の
ま
ゝ
に
木
づ
く

り
の
姿
を
と
ゞ
め
た
も
の
は
新
大
橋
と
千
住
の
大
橋
ば
か
り
」
で
、
木
製
か
ら
鉄
製

の
橋
へ
の
架
け
替
え
が
進
ん
だ
当
時
の
隅
田
川
の
風
景
で
は
、
作
品
の
舞
台
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

物
語
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
。
隅
田
川
右
岸
の
小
梅
瓦
町
に
住
む
俳
諧
師
・
松

風
庵
蘿
月
と
、
左
岸
の
今
戸
に
住
む
常
磐
津
の
師
匠
・
お
豊
兄
妹
の
実
家
は
、
か
つ

て
小
石
川
表
町
で
質
屋
を
営
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
蘿
月
が
道
楽
で
勘
当
さ
れ
、
お

豊
夫
婦
が
後
を
継
い
だ
店
も
、
明
治
維
新
後
の
時
勢
の
変
化
で
潰
れ
て
し
ま
う
。
夫

を
亡
く
し
た
お
豊
に
は
十
八
歳
に
な
る
息
子
・
長
吉
が
い
る
。
長
吉
は
、
立
派
な
月

給
取
り
に
さ
せ
た
い
と
い
う
母
の
期
待
に
背
き
、
勉
強
に
身
が
入
ら
ず
学
校
に
行
く

の
も
厭
で
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
は
、
幼
馴
染
の
お
糸
が
芸
者
に
な
る
こ
と
に
夢
中
で
、

長
吉
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
宮
戸
座
で
の
芝
居
見
物
の
折
、
役
者
に

な
っ
た
小
学
校
時
代
の
友
人
と
再
会
し
た
長
吉
は
、
自
分
も
役
者
に
な
り
た
い
と
望

む
よ
う
に
な
る
。
お
豊
は
蘿
月
に
相
談
、
叔
父
の
蘿
月
に
諭
さ
れ
た
長
吉
は
、
絶
望

し
て
出
水
の
中
を
彷
徨
い
、
そ
の
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

小
梅
に
住
む
蘿
月
が
、
今
戸
の
お
豊
を
訪
ね
る
物
語
冒
頭
の
隅
田
川
の
風
景
が
、

月
並
調
の
枠
組
み
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
様
子
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
22
。
八
月
終

わ
り
の
月
が
夕
焼
け
空
に
か
か
る
頃
、家
を
出
た
蘿
月
は
三
囲
稲
荷
の
横
手
を
巡
り
、

土
手
の
休
茶
屋
で
冷
酒
を
傾
け
る
。

夕
炎
の
川
向
う
に
待
乳
山
と
金
龍
山
の
五
重
の
塔
を
眺
め
て
、
都
鳥
の
浮
き
沈

み
す
る
隅
田
川
に
帆
か
け
た
舟
の
通
つ
て
行
く
名
所
の
景
色
が
、
江
戸
気
質
の
風

流
心
を
動
す
に
つ
れ
て
、
酒
な
く
て
何
の
己
れ
が
桜
か
な
と
、
宗
匠
は
急
に
一
杯

傾
け
た
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

三
囲
神
社
は
、元
禄
六
年（
一
六
九
三
）の
旱
魃
の
際
、俳
人
・
宝
井
其
角（
一
六
六
一

～
一
七
〇
七
）
が
雨
乞
い
の
句
を
詠
ん
だ
こ
と
で
江
戸
市
民
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
対
岸
の
待
乳
山
は
、
眺
望
に
富
む
江
戸
名
所
の
ひ
と
つ
で
、
浅
草
寺
の

末
寺
・
金
龍
山
本
龍
院
の
境
内
に
当
た
る
。
夕
暮
れ
の
水
面
に
は
都
鳥
が
飛
び
交
い
、

帆
か
け
舟
は
、隅
田
川
が
江
戸
か
ら
続
く
水
路
の
要
で
あ
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

三
囲
神
社
や
待
乳
山
は
、江
戸
名
所
記
や
風
景
画
に
定
番
で
描
か
れ
た
場
所
で
あ
り
、

『
す
み
だ
川
』
の
風
景
描
写
に
は
、
そ
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
待

乳
山
」「
金
龍
山
」「
都
鳥
」
と
い
っ
た
、
名
所
絵
に
定
番
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
だ
が
、
さ
ら
に
、
春
陽
堂
元
版
『
荷
風
全
集
』
第
四

巻
（
大
正
十
一
年
・
一
九
二
〇
）
所
収
の
際
、
荷
風
自
身
の
手
で
、
当
該
部
分
に
次

の
よ
う
な
大
き
な
修
訂
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
23
。

正
面
に
待
乳
山
を
見
渡
す
隅
田
川
に
は
夕
風
を
孕
ん
だ
帆
か
け
船
が
頻
り
に
動
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い
て
行
く
。
水
の
面
の
黄
昏
れ
る
に
つ
れ
て
鷗
の
羽
の
色
が
際
立
っ
て
白
く
見
え

る
。
宗
匠
は
こ
の
景
色
を
見
る
と
時
候
は
ち
が
ふ
け
れ
ど
酒
な
く
て
何
の
己
れ
が

桜
か
な
と
急
に
一
杯
傾
け
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
帆
か
け
船
」「
鷗
の
羽
の
色
」
と
い
っ
た
、
よ
り
読
者
の
眼
差
し
に
訴
え
か
け
る

表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
江
戸
以
来
の
風
景
を
蘿
月
の
目
に
映
す
際

に
「
待
乳
山
を
見
渡
す
」「
白
く
見
え
る
」「
こ
の
景
色
を
見
る
と
」
と
、「
見
る
」

と
い
う
動
詞
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
の
が
、
読
む
者
を
視
覚
的
に
江
戸
の
風
景
に

誘
う
手
法
と
言
え
よ
う
。

大
久
保
純
一
氏
は
、
当
該
箇
所
と
、
広
重
及
び
清
親
の
作
品
と
の
共
通
性
を
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
24
。

明
治
二
九
年
に
描
か
れ
た
小
林
清
親
の
三
枚
続《
東
京
名
所
真
景
之
内
》「
如
月
」

が
、
向
島
あ
る
い
は
隅
田
川
の
川
中
よ
り
、
西
岸
の
待
乳
山
、
山
谷
堀
に
架
か
る

今
戸
橋
な
ど
を
描
い
た
広
重
の
数
々
の
錦
絵
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
視
点
と
景
観
構

成
で
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
景
観
イ
メ
ー
ジ
が
相
当
強
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
四
二
年
に
発
表
の
永
井
荷
風
の
中
編
小
説
『
す
み
だ
川
』
に
は
、
向
島
の

土
手
の
上
の
茶
屋
で
一
息
入
れ
る
俳
諧
師
蘿
月
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
床
几

に
座
し
て
冷
や
酒
の
来
る
の
を
待
つ
彼
の
視
野
に
入
る
の
は
、
対
岸
の
「
正
面
に

待
乳
山
を
見
渡
す
隅
田
川
に
は
夕
風
を
孕
ん
だ
帆
か
け
船
が
し
き
り
に
動
い
て
行

く
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
広
重
が
数
々
の
錦
絵
に
描
い
た
も
の
と
、
ま
っ
た
く
同

じ
光
景
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
待
乳
山
の
春
を
描
い
た
、
広
重
の
「
東
都
名
所

三
囲
堤
真
乳
山
遠
望
」

（
天
保
末
〜
弘
化
頃
）
を
見
て
み
た
い
【
図
３
】。
堤
を
東
に
降
り
て
す
ぐ
の
場
所
に

立
っ
て
い
る
三
囲
神
社
の
鳥
居
は
、
川
の
上
か
ら
眺
め
る
と
頭
の
部
分
し
か
見
え
な

い
。
本
図
は
、
こ
の
鳥
居
の
頭
部
を
川
側
か
ら
で
は
な
く
陸
側
か
ら
真
正
面
に
捉
え

た
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
居
の
先
に
は
土
手
の
休
み
茶
屋
と
帆
か
け
舟
の
浮
か
ぶ

川
、
対
岸
に
は
待
乳
山
と
今
戸
橋
を
臨
む
が
、
花
見
の
季
節
で
あ
り
な
が
ら
人
物
は

最
小
限
に
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
図
に
は
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、広
重
作
品
の「
人

物
画
を
も
よ
く
し
た
る
に
係
ら
ず
隅
田
川
を
描
く
に
さ
へ
強
ひ
て
花
見
の
喧
騒
を
避

け
常
に
蘆
荻
白
帆
の
閑
寂
を
の
み
求
め
た
る
」（『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』）

と
い
う
特
質
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
章
で
挙
げ
た
、
広
重
の
「
江
都
名
所 

隅
田
川
は
な
盛
」（
天
保
期
か
）
に
も
、
人
物
は
小
さ
く
描
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し

【図３】歌川広重「東都名所 三囲堤真乳山遠望」（天保末～弘化頃）
 当館蔵 09200010
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た
広
重
の
画
風
は
、「
小
説
中
に
現
は
さ
れ
た
幾
多
の
叙
景
は
篇
中
の
人
物
と
同
じ

く
、
否
時
と
し
て
は
人
物
よ
り
以
上
に
重
要
な
る
分
子
と
し
て
取
扱
は
れ
て
あ
る
。」

（『
第
五
版
す
み
だ
川
之
序
』）
と
い
う
創
作
態
度
に
、
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
25
。清

親
作
品
と
の
関
係
は
ど
う
か
。「
一
篇
本
」
と
呼
ば
れ
る
『
す
み
だ
川
』（
昭
和

十
年

小
山
書
店
）
を
見
て
み
よ
う
。
本
書
は
、
図
版
頁
以
外
は
和
紙
袋
綴
じ
で
、

見
返
し
に
は
雲
母
摺
の
揉
和
紙
を
使
用
し
た
意
匠
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
装
丁
は
、

長
谷
川
潾
二
郎
（
一
九
〇
四
〜
八
八
）
に
よ
る
。
こ
の
「
一
篇
本
」
に
は
、
い
く
つ
か

の
風
景
画
や
荷
風
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
な
ど
が
、
図
版
と
し
て
二
一
点
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
全
て
の
図
版
と
本
文
と
の
関
係
を
解
き
明
か
す
に
は
十
分
な
紙
面

が
な
い
が
、
こ
の
う
ち
、
小
林
清
親
と
そ
の
弟
子
で
師
の
表
現
技
法
を
引
き
継
い
だ

井
上
安
治
（
一
八
六
四
〜
八
九
）
の
作
品
が
、
次
の
通
り
五
点
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
た
い
26
。

東
京
名
所
真
景
之
内 

如
月 

待
乳
山
雪
の
黄
昏

明
治
二
九
年

小
林
清
親

橋
場
の
夕
暮 

明
治
十
三
年
小
林
清
親

今
戸
橋
雪 

明
治
十
四
〜
二
二
年 

井
上
安
治

小
梅
曳
舟
通
雪
景

明
治
十
二
年 

小
林
清
親

柳
嶋
日
没

明
治
十
〜
十
一
年 

小
林
清
親

大
久
保
氏
が
前
掲
で
触
れ
た
通
り
、
広
重
の
描
い
た
景
観
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ

清
親
「
東
京
名
所
真
景
之
内 

如
月 

待
乳
山
雪
の
黄
昏
」
が
含
ま
れ
て
い
る
【
図
４
】。

ま
た
、
そ
の
他
の
清
親
・
安
治
作
品
の
舞
台
も
、
広
重
が
自
ら
の
浮
世
絵
版
画
で
取

り
上
げ
た
光
景
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
名
所
は
、『
す

み
だ
川
』
の
作
品
中
で
は
、
橋
場
は
お
糸
が
芸
者
に
な
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
御
新

造
が
住
み
、
今
戸
橋
は
長
吉
が
お
糸
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
地
27
、
小
梅
曳
舟
通
は

蘿
月
が
妹
・
お
豊
の
家
へ
向
か
う
途
中
に
通
る
道
で
、
柳
嶋
は
長
吉
が
蘿
月
か
ら
身

の
振
り
方
を
諭
さ
れ
る
場
所
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
て
い
く
と
荷
風

が
広
重
か
ら
清
親
に
連
な
る
名
所
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
を
、
本
作
品
に
繋
げ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
す
み
だ
川
』
に
は
、
三
社
祭
、
潮
干
狩
、
酉
の
市
、
年
の
市
、
正
月
、

七
草
、
立
春
、
花
見
と
い
っ
た
、
四
季
折
々
の
行
事
や
風
物
詩
に
関
わ
る
言
葉
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
28
。
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
た
自
然
描
写
は
、
物
語
の
中
で
恰
好

の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
浅
草
寺
境
内
の
秋
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。

【図４】『すみだ川』（小山書店 昭和10年）掲載
 小林清親「東京名所真景之内 如月 待乳山雪の黄昏」（明治29年）
 当館蔵 91601061
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此
の
頃
の
天
気
の
癖
と
し
て
空
は
低
く
鼠
色
に
曇
つ
て
、
あ
た
り
の
樹
木
か
ら

は
蟲
噛
ん
だ
青
い
ま
ゝ
の
木
葉
が
絶
え
間
な
く
落
ち
る
。
烏
や
鶏
の
啼
声
、
鳩
の

羽
音
が
爽
か
に
力
強
く
聞
え
る
。

こ
う
し
た
光
景
も
ま
た
、
名
所
や
祭
り
の
様
子
を
伝
え
る
喧
噪
は
な
く
、
自
然
や

風
景
が
主
体
と
な
っ
た
、
広
重
や
清
親
の
風
景
版
画
の
特
徴
と
よ
く
一
致
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
改
め
て
物
語
の
冒
頭
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
三
囲
神
社
一
帯
は
、
浮

世
絵
版
画
で
は
桜
の
季
節
か
雪
景
色
を
題
材
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い
名
所
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
の
書
き
出
し
を
、
敢
え
て
晩
夏
に
設
定
し
た
29
と

こ
ろ
に
、
近
代
作
家
で
あ
る
荷
風
の
視
点
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
わ

ば
旧
来
の
名
所
を
引
用
し
た
「
本
歌
取
り
」
の
新
し
い
概
念
と
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
篇
本
『
す
み
だ
川
』
の
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
年
周
辺
の
荷
風
日
記

を
繙
く
と
、
特
に
こ
の
時
期
の
荷
風
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
の
名
所
絵
の
蒐
集

を
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
次
章
で
は
、
荷
風
の
日
記
『
断
腸
亭
日
乗
』
に

記
さ
れ
た
絵
画
と
、
荷
風
作
品
と
の
関
わ
り
を
検
証
し
て
い
く
。

４
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
み
る
江
戸
の
風
景

（
１
）
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
画

荷
風
の
日
記
『
断
腸
亭
日
乗
』
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
十
六
日
よ
り

亡
く
な
る
前
日
の
昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
）四
月
二
九
日
ま
で
、四
二
年
間
に
わ
た
っ

て
書
き
続
け
ら
れ
た
。
荷
風
自
身
の
独
居
と
隠
棲
、
散
策
の
日
々
の
記
録
で
あ
る
と

と
も
に
、
時
代
の
風
俗
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
推
敲
を
重
ね

た
文
語
体
に
よ
る
文
章
は
、
優
れ
た
日
記
文
学
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

東
京
市
中
の
散
策
を
好
ん
だ
荷
風
は
、
江
戸
時
代
や
明
治
期
の
地
誌
を
繙
い
て
は

縁
の
地
に
足
を
向
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
日
記
に
は
、
訪
れ
た
場
所
の
風
景
を
ス

ケ
ッ
チ
す
る
様
子
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
市
中
の
溝
渠
一
覧
を
記

す
30
な
ど
、
景
観
の
移
り
変
わ
り
に
尽
き
な
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。

荷
風
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

期
の
風
景
風
俗
絵
画
に
興
味
を
持
ち
、
時
に
は
、
絵
画
そ
の
も
の
を
入
手
し
て
い
た
。

例
え
ば
昭
和
十
年
十
二
月
十
八
日
と
翌
年
の
二
月
十
三
日
に
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ

ゴ
ー
（Georges Ferdinand Bigot

・
一
八
六
〇
〜
一
九
二
七
）31
の
日
本
風
俗
銅

版
画
を
、
同
年
三
月
二
五
日
に
は
、
昇
斎
一
景
（
生
没
年
不
詳
）32
の
折
本
「
東
京

三
十
景
」
を
手
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
一
年
八
月
八
日
に
は
、
亜
欧
堂
田

善
の「
江
戸
風
景
拾
葉
」を
、そ
の
翌
年
の
四
月
三
日
に
は
、長
谷
川
雪
旦（
一
七
七
八

〜
一
八
四
三
）33
に
よ
る
画
帖
「
諸
国
名
所
図
会
」
と
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
〜

八
九
）34
の
絵
巻
に
つ
い
て
、
同
年
七
月
九
日
に
は
、
明
治
風
俗
銅
版
画
に
つ
い
て

の
記
載
も
見
ら
れ
る
。

本
論
で
は
、
そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
の
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
描
か
れ
た
江
戸
の
風

景
に
対
す
る
荷
風
の
見
識
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

（
２
）
荷
風
所
蔵
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」35

昭
和
十
年
十
二
月
十
日
、
荷
風
の
独
居
・
偏
奇
館
に
、
鶴
岡
蘆
水
（
生
没
年
不
詳
）

の
描
い
た
絵
巻
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」（
天
明
元
年
・
一
七
八
一
）
が
旧
知
の
古
書

店
主
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
。
春
夏
秋
冬
の
風
物
詩
や
名
所
の
ほ
か
、
幕
府
の
関

連
施
設
な
ど
を
東
岸
と
西
岸
の
二
巻
に
分
け
て
表
し
た
こ
の
絵
巻
に
は
、
一
帯
の
景

観
が
活
写
さ
れ
て
い
る
36
。
書
家
・
澤
田
東
江
（
一
七
三
二
〜
九
六
）37
に
よ
る
題
字

と
跋
文
が
掲
載
さ
れ
、
木
版
刷
、
手
彩
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
広
く
普
及
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
現
在
も
同
種
の
資
料
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、

当
館
が
所
蔵
す
る
資
料
（
八
三
二
〇
〇
一
二
三
～
四
）
の
画
題
を
み
る
と
、
東
岸
は
、

凧
の
あ
が
る
正
月
風
景
の
永
代
橋
か
ら
始
ま
り
、
夏
の
日
中
を
描
い
た
両
国
橋
、
続

（129）
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い
て
紅
葉
の
風
景
が
描
か
れ
、
雪
模
様
の
千
住
稲
荷
と
筑
波
山
で
終
わ
る
。
西
岸
は
、

真
崎
稲
荷
付
近
に
始
ま
り
、
浅
草
寺
、
桜
の
上
野
、
雨
の
両
国
、
花
火
の
中
洲
、
紅

葉
の
佃
島
、
そ
し
て
冠
雪
の
富
士
山
と
な
っ
て
い
る
38
。

こ
の
作
品
を
入
手
し
た
荷
風
は
、
日
記
に
「
代
価
八
拾
円
也
と
云
ふ
」39
と
記
し

跋
文
を
写
す
と
と
も
に
、
描
か
れ
た
風
景
に
つ
い
て
の
感
想
を
い
く
つ
か
書
き
留
め

て
い
る
が
【
口
絵
３
】、
欄
外
に
追
記
さ
れ
た
以
下
の
部
分
を
見
て
み
た
い
。

上
巻

新
大
橋
向
に
赤
き
鳥
居
あ
り

石
原
辺
河
岸
通
に
朱
塗
の
門
あ
り
大
木
茂
り
た
り

枕
橋
ハ
一
ツ
の
み
に
て
水
戸
橋
と
張
紙
し
た
り

下
巻

大
川
橋
南
岸
竹
屋
多
し
竹
町
の
渡
あ
り

首
尾
松
ハ
米
廩
上
手
よ
り
四
ツ
目
の
水
門
傍
に
在
り
赤
き
祠
あ
り

本
柳
橋
北
詰
に
大
な
る
柳
一
本
あ
り

柳
橋
ノ
北
詰
に
も
柳
あ
り

中
洲
う
し
ろ
の
河
岸
に
朱
塗
の
長
屋
門
あ
り

永
代
橋
南
ハ
新
堀
あ
り
新
堀
橋
か
ゝ
る

こ
こ
で
「
本
柳
橋
北
詰
に
大
な
る
柳
一
本
あ
り

柳
橋
ノ
北
詰
に
も
柳
あ
り
」
と
、

ふ
た
つ
の
「
柳
橋
」
に
注
目
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。「
本
柳
橋
」
と
は
、
両
国

橋
の
南
、
隅
田
川
西
岸
の
薬
研
堀
出
口
に
架
か
っ
て
い
た
難
波
橋
の
こ
と
で
、
明
治

三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
堀
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
40
。
一
方
の
「
柳

橋
」
は
、
神
田
川
が
隅
田
川
へ
注
ぐ
川
口
に
架
か
る
橋
で
、
数
度
の
架
け
替
え
を
経

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
成
島
柳
北
（
一
八
三
七
～
八
四
）
の
『
柳
橋
新
誌
』
初
編

（
明
治
七
年
・
一
八
七
四
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

橋
、
柳
を
以
て
名
と
為
し
て
一
株
の
柳
を
植
ゑ
ず
。
旧
地
誌
に
云
ふ
、
其
の
柳

原
の
末
に
在
る
を
以
て
命
く
焉
と
。
而
し
て
橋
の
東
南
に
一
橋
有
り
、
傍
に
老
柳

一
樹
有
り
。
人
呼
ん
で
故
柳
橋
と
為
す
。

荷
風
が
、
か
ね
て
か
ら
橋
詰
の
柳
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
第
２
章
（
２
）
で

も
触
れ
た
と
お
り
、『
日
和
下
駄
』
の
一
節
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

両
国
橋
よ
り
稍
河
下
の
溝
に
小
橋
あ
つ
て
元
柳
橋
と
云
は
れ
、
こ
ゝ
に
一
樹
の

老
柳
あ
り
し
は
柳
北
先
生
の
同
書
に
も
見
え
、
ま
た
小
林
清
親
翁
が
東
京
名
所
絵

に
も
描
か
れ
て
あ
る
。（
略
）
こ
の
柳
い
つ
の
頃
枯
れ
朽
ち
し
や
知
ら
ず
。
今
は
河

岸
の
様
子
も
変
り
小
流
も
埋
立
て
ら
れ
た
れ
ば
元
柳
橋
の
姿
も
見
え
な
く
な
つ
た
。

「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
に
描
か
れ
た
「
本
柳
橋
」
に
柳
を
発
見
で
き
た
こ
と
は
、

失
わ
れ
た
も
の
へ
の
哀
惜
の
念
を
深
く
持
つ
荷
風
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、「
柳
橋
」
の
柳
に
い
さ
さ
か
驚
い
て
い
る
の
は
、「
柳

橋
に
柳
な
き
は
既
に
柳
北
先
生
が
柳
橋
新
誌
に
橋
以
柳
為
名
而
不
植
一
株
之
柳
と
あ

る
。」（『
日
和
下
駄
』）
と
い
う
見
解
か
ら
柳
は
な
い
も
の
と
推
察
し
て
い
た
り
、
江

戸
の
地
誌
41
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
の
由
来
を
柳
原
堤
の
側
と
も
考
え
て
い
た
で
あ
ろ

う
。「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
が
当
時
の
江
戸
の
実
景
を
写
し
て
い
る
か
は
定
か
で
な

い
が
、「
柳
橋
」
に
描
き
入
れ
ら
れ
た
柳
の
発
見
も
ま
た
、
荷
風
の
好
奇
心
を
刺
激

す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
こ
の
一
節
が
欄
外
に
追
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荷
風
が
昭
和
十
年

十
二
月
十
日
以
降
、
改
め
て
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
を
熟
覧
し
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。『
断
腸
亭
日
乗
』
が
、
こ
う
し
た
江
戸
文
化
に
関
わ
る
考
察
を
掲
載
し
た
文
学

作
品
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
江
戸
の
風
景
に
尽
き
な
い
興
味

を
抱
い
た
、
作
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
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（
３
）
荷
風
と
万
年
橋

鶴
岡
蘆
水
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
を
入
手
し
た
荷
風
の
、
風
景
画
へ
の
興
味
は
、

自
身
の
東
京
市
中
の
散
策
や
作
品
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

荷
風
が
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
を
入
手
す
る
約
一
年
前
、
昭
和
九
年
九
月
か
ら

十
一
月
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
読
む
と
、
偏
奇
館
の
あ
る
麻
布
市
兵
衛
町
か
ら
し
ば

し
ば
銀
座
ま
で
出
か
け
て
夕
食
を
と
り
に
い
く
ほ
か
、
折
々
、
中
洲
病
院
の
医
師
で

詩
人
の
大
石
貞
夫
の
も
と
を
訪
れ
、
腹
痛
の
治
療
や
滋
養
注
射
を
受
け
た
り
、
薬
代

を
払
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
昭
和
九
年
十
一
月
二
八
日
の
日
記
に

は
、
中
洲
を
訪
れ
た
の
ち
に
随
筆
「
深
川
の
散
歩
」
を
創
作
し
た
様
子
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
石
医
院
に
往
き
滋
養
注
射
を
な
す
。
帰
宅
後
一
睡
。
燈
刻
芝
口
の
金
兵
衛
に

至
り
玉
子
雑
炊
を
食
し
歩
み
て
家
に
帰
る
。
燈
下
小
品
文
深
川
の
散
歩
を
草
す
。

「
深
川
の
散
歩
」は
雑
誌『
中
央
公
論
』（
昭
和
十
年
三
月
）に
、「
元
八
ま
ん
」「
里

の
今
昔
」
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
東
京
の
散
策
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
作
品
と
と
も

に
発
表
さ
れ
た
の
ち
、
自
家
出
版
に
よ
る
随
筆
集
『
冬
の
蝿
』42
（
昭
和
十
年
四
月
）

に
収
め
ら
れ
た
。「
深
川
の
散
歩
」
は
、
亡
き
友
・
井
上
啞
々
を
偲
び
つ
つ
江
戸
の

名
残
を
探
す
随
筆
で
、
そ
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

中
洲
の
河
岸
に
わ
た
く
し
の
旧
友
が
病
院
を
開
い
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
そ
の

頃
の
『
中
央
公
論
』
に
連
載
し
た
雑
筆
中
に
こ
れ
を
記
述
し
た
。
病
院
は
そ
の
後

箱
崎
川
に
か
か
っ
て
い
る
土
洲
橋
の
ほ
と
り
に
引
移
っ
た
が
、
中
洲
を
去
る
こ
と

遠
く
は
な
い
の
で
、
わ
た
く
し
は
今
も
っ
て
折
々
診
察
を
受
け
に
行
っ
た
帰
道
に

は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
清
洲
橋
を
わ
た
っ
て
深
川
の
町
々
を
歩
み
、
或
時
は
日
の

暮
れ
か
か
る
の
に
驚
き
、
い
そ
い
で
電
車
に
乗
る
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
九
年
十
一
月
二
八
日
、
中
洲
病
院
を
訪
れ
た
荷
風
は
、
い
つ
も
通
り
清
洲
橋

を
渡
り
深
川
周
辺
を
散
策
し
、執
筆
の
興
を
覚
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
深
川
の
散
歩
」

を
読
み
進
め
て
み
る
。

中
洲
の
岸
か
ら
清
洲
橋
を
渡
り
か
け
た
時
、
向
に
見
え
る
万
年
橋
の
ほ
と
り
に

は
、
か
つ
て
芭
蕉
庵
の
古
址
と
柾
木
稲
荷
の
社
と
が
残
っ
て
い
た
が
、
震
災
後
は

ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、
ふ
と
思
出
す
（
略
）
六
間
堀
と
呼
ば
れ
た
溝
渠
は
、

万
年
橋
の
ほ
と
り
か
ら
真
直
に
北
の
方
本
所
竪
川
に
通
じ
て
い
る
。
そ
の
途
中
か

ら
支
流
は
東
の
方
に
向
い
、
弥
勒
寺
の
塀
外
を
流
れ
、
富
川
町
や
東
元
町
の
陋
巷

を
横
ぎ
っ
て
、
再
び
小
名
木
川
の
本
流
に
合
し
て
い
る
。

小
名
木
川
河
口
に
架
か
る
万
年
橋
一
帯
の
風
景
に
目
を
留
め
て
い
る
が
、改
め
て
、

昭
和
十
年
十
二
月
十
日
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
記
さ
れ
た
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
の

感
想
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
図
を
見
る
に
深
川
の
霊
厳
寺
は
萬
年
橋
南
の
方
に
つ
ゞ
き
た
る
河
岸
通
武

家
屋
敷
の
後
方
に
在
り
。
又
河
岸
通
に
向
ひ
た
る
寺
名
称

不
詳

も
あ
り
。

万
年
橋
周
辺
は
、
前
掲
の
葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景

深
川
万
年
橋
下
」
を
始

め
、
浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
で
取
り
上
げ
続
け
ら
れ
て
き
た
名
所
で
あ
る
43
。
こ
う

し
た
場
所
で
あ
り
、
か
つ
自
身
が
訪
れ
、
随
筆
に
記
し
て
ま
も
な
い
地
が
「
隅
田
川

両
岸
一
覧
」
に
描
か
れ
て
い
た
点
に
、
荷
風
は
大
き
な
興
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
44
。

こ
れ
は
荷
風
の
見
た
東
京
市
中
の
風
景
と
、
江
戸
の
風
景
画
へ
の
興
味
の
繋
が
り

に
つ
い
て
の
一
例
で
あ
る
が
、
絵
画
が
持
つ
視
覚
的
な
要
素
が
、
自
身
が
作
品
で
描

い
て
き
た
江
戸
の
面
影
や
失
わ
れ
た
風
景
へ
の
哀
惜
の
念
を
、
一
層
強
め
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

（131）
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お
わ
り
に

永
井
荷
風
の
生
き
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
は
、
江
戸
の
名
残
を
伝
え
る
東
京
が
、

近
代
都
市
と
し
て
変
革
を
遂
げ
て
ゆ
く
時
代
で
あ
っ
た
。
市
区
改
正
以
前
の
江
戸
の

面
影
を
残
す
光
景
は
、
趣
味
と
し
て
の
江
戸
を
愛
し
た
荷
風
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し

た
と
言
え
る
。

本
論
で
は
ま
ず
、
荷
風
が
『
江
戸
藝
術
論
』
に
収
め
た
浮
世
絵
論
か
ら
、
鈴
木
春

信
の
錦
絵
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
感
じ
、
ま
た
葛
飾
北
斎
の
描
く
都
会
的
情
調
を

評
価
し
、
さ
ら
に
は
歌
川
広
重
の
持
つ
旅
情
や
抒
情
を
た
た
え
た
画
風
に
自
ら
と
の

共
通
点
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
荷
風
が
随
筆
『
日
和
下
駄
』
で
、

浮
世
絵
版
画
の
風
景
画
が
持
つ
抒
情
性
や
情
調
性
を
活
用
し
て
、
失
わ
れ
ゆ
く
景
観

へ
の
哀
惜
の
念
を
読
者
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
手
法
を
と
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
要
素
が
あ
ら
わ
れ
た
小
説
『
す
み
だ
川
』
の
情
景
描
写
の
基
盤
に
は
、

広
重
の
風
景
画
や
小
林
清
親
の
光
線
画
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
江
戸
以
来
の
名
所
の
存

在
が
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。

日
和
下
駄
を
履
い
て
、
新
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
裏
通
り
を
好
ん
で
歩
い
た
荷

風
が
、
広
重
の
風
景
画
か
ら
読
み
取
っ
た
の
は
、
名
所
の
賑
や
か
さ
で
は
な
く
詩
情

あ
ふ
れ
る
隅
田
川
の
風
景
で
あ
っ
た
。

『
江
戸
藝
術
論
』
に
お
け
る
浮
世
絵
版
画
の
作
品
解
説
は
、
荷
風
の
洗
練
さ
れ
た

文
体
と
繊
細
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
そ
の
情
調
性
が
過
不
足
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

翻
っ
て
考
え
る
と
、
荷
風
作
品
の
風
景
描
写
を
読
み
解
く
時
、
浮
世
絵
版
画
の
風
景

画
に
描
か
れ
た
光
景
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、
自
身
が
こ
う
し
た
絵
画
を
眺

め
、
そ
の
描
写
を
す
る
と
い
う
鍛
錬
を
積
ん
だ
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
荷
風
作
品
と
風
景
画
の
抒
情
性
や
情
調
性
に
結
び
つ
け
て
解
読
す
る

と
い
う
試
み
を
行
っ
た
。文
学
作
品
と
絵
画
を
関
連
づ
け
て
眺
め
る
こ
と
は
、都
市
・

東
京
を
描
い
た
文
学
を
読
み
解
く
た
め
の
新
た
な
知
見
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
荷
風
研
究
、
そ
し
て
都
市
文
学
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
註
】

1
「
荷
風
と
浮
世
絵
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』（
一
九
六
〇
年
七
月
）

2
『
紅
茶
の
後
』
所
収
『
浮
世
絵
の
夢
（
小
品
）』（『
三
田
文
学
』
一
九
一
一
年
六
月
掲
載
の
後
、

『
浮
世
絵
』
と
改
題
）
に
「
左
に
掲
ぐ
る
小
品
文
の
中
「
歌
麿
の
女
」「
お
花
見
」
及
び
「
夜
」

の
三
章
は
明
治
四
四
年
四
月
中
帝
室
博
物
館
内
に
陳
列
さ
れ
た
る
名
画
を
見
て
書
い
た
も
の

で
あ
る
。」
と
あ
る
。

3
『
正
宗
谷
崎
両
氏
の
批
評
に
答
ふ
』（『
古
東
多
万
』
一
九
三
二
年
五
月
）

4

錦
絵
の
創
始
期
に
活
躍
し
た
鈴
木
春
信
に
つ
い
て
は
千
葉
市
美
術
館
・
山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
『
青
春
の
浮
世
絵
師

鈴
木
春
信
―
江
戸
の
カ
ラ
リ
ス
ト
登
場
』
展
図
録

（
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

5
「
貝
つ
く
し 

す
だ
れ
貝
」「
筒
井
筒
」「
雪
中
相
合
傘
」「
三
十
六
歌
仙 

三
条
院
女
蔵
人
左
近
」

の
四
点
。

6
「
筒
井
筒
」
は
、
丸
い
井
戸
の
筒
状
に
な
っ
た
外
枠
。
丸
井
戸
の
井
け
た
。（『
日
本
国
語
大

大
辞
典
』
小
学
館
）『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
は
、
井
戸
の
周
り
で
遊
ん
で
い
た
幼
馴
染
の
男

女
の
恋
を
描
く
。

7

同
時
代
に
活
躍
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
・
劇
作
家
。（『
20
世
紀
西
洋
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
）『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
は
若
き
王
子
と
美
女
の
悲
恋
物
語
で
、
オ
ペ
ラ

と
し
て
上
演
も
さ
れ
て
い
る
。（「
解
説
」『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
岩
波
文
庫
）

８
「
鈴
木
春
信
の
錦
絵
（
評
論
）」
が
掲
載
さ
れ
た
『
三
田
文
学
』
の
「
消
息
」
欄
（
無
署
名
）
に
、

「
三
田
文
学
で
は
本
月
末
頃
期
し
て
浮
世
絵
の
展
覧
会
を
催
す
べ
く
目
下
計
画
中
で
あ
る
。

出
品
絵
画
は
宝
歴

（
マ
マ
）

、明
和
、安
永
、天
明
に
瓦
り
、鈴
木
春
信
を
中
心
と
し
て
其
前
後
の
作
品
、

清
満
、
豊
信
、
勝
川
一
派
よ
り
湖
龍
、
清
長
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
浮
世
絵
展
覧
会

の
如
き
雑
然
た
る
配
列
法
を
排
し
一
々
年
代
及
流
派
の
分
類
を
な
し
て
来
観
者
の
研
究
に
便

な
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
ゐ
る
。」、
翌
号
（
大
正
三
年
二
月
）
に
「
絵
画
性
質
の
都
合
に
よ
り

公
開
を
見
合
は
せ
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
る
通
り
、
本
格
的
な
展
覧
会
の
計
画
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

９

鈴
木
重
三
「
浮
世
絵
風
景
版
画
小
史
」『
絵
本
と
浮
世
絵
』（
美
術
出
版
社

一
九
七
九
年
）

に
「
近
世
末
期
諸
街
道
の
整
備
、
旅
行
者
の
往
還
度
の
頻
繁
化
等
の
情
勢
下
に
、
し
だ
い
に

駅
路
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
点
に
お
い
て
、浮
世
絵
の
風
景
画
は
産
み
出
さ
れ
た
」と
あ
る
。
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10

浮
絵
と
は
、
線
遠
近
法
（
透
視
図
法
）
を
採
り
い
れ
、
奥
行
の
再
現
を
強
く
全
面
に
打
ち
出

し
た
、
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
初
期
に
制
作
さ
れ
た
浮
世
絵
の
一
様
式
の
名
称
。（
国

際
浮
世
絵
学
会
編 『
浮
世
絵
大
事
典
』
東
京
堂
出
版

二
〇
〇
八
年
）

11

画
人
、
蘭
学
者
、
随
筆
家
と
し
て
多
彩
な
活
動
を
行
う
。
日
本
で
最
初
の
腐
食
銅
版
画
（
エ
ッ

チ
ン
グ
）
を
手
が
け
、
西
洋
銅
版
画
の
模
倣
や
、
日
本
の
風
景
を
銅
版
画
に
仕
立
て
た
も
の

を
制
作
し
た
。
後
に
洋
風
画
を
、
晩
年
に
は
和
洋
折
衷
の
風
景
画
を
描
い
た
。（
前
掲 『
浮
世

絵
大
事
典
』）

12

白
河
藩
主
・
松
平
定
信
に
取
り
立
て
ら
れ
、
銅
版
画
、
洋
風
画
に
着
手
。
西
洋
画
法
を
身
に

付
け
て
い
た
谷
文
晁
に
師
事
し
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
な
ど
を
西
洋
画
法
の
手
本
と

し
た
。肉
筆
洋
風
画
に
は
、司
馬
江
漢
か
ら
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。（
前
掲 『
浮
世
絵
大
事
典
』）

13

浮
世
絵
版
画
の
変
遷
や
歴
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
忠
監
修
『
浮
世
絵
の
歴
史
』（
美
術
出
版

社

一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。

14

目
次
に
は
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
（
評
論
）』
と
あ
る
。
な
お
、
同
号
の
「
消
息
」

欄
に
は
「
六
月
十
日
（
第
二
火
曜
日
）
夜
大
久
保
の
永
井
先
生
の
お
宅
で
同
人
の
第
二
回
談

話
会
を
開
い
た
。（
略
）
先
生
は
今
月
の
「「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
」
を
朗
読
さ
れ

そ
れ
に
関
す
る
い
ろ
〳
〵
の
談
話
を
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
荷
風
は
本
論
を
掲
載
に
先
立
ち
同

人
に
披
露
し
て
い
る
。

15

北
斎
と
広
重
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
山
口
桂
三
郎
「
解
説
・
広
重
」『
浮
世
絵
体
系
十
一
広
重
』

（
小
学
館

一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
た
。

16
「
挿
絵
目
次
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
も
の
を
、
原
文
の
ま
ま
次
に
挙
げ
る
。

一
勇
斎
国
芳
画

雨
後
駿
河
台
之
図

天
保
年
代
板
行

鳥
居
清
信
画

両
国
橋
晩
涼
之
図

板
行
年
代
未
考

西
村
重
長
画

三

囲

堤

之

図

宝
暦
年
代
板
行

鈴
木
春
信
画

鎧

之

渡

之

図

明
和
年
代
板
行

歌
川
豊
春
画

上
野
不
忍
池
之
図

安
永
年
代
板
行

葛
飾
北
斎
画

深
川
万
年
橋
之
図

文
政
年
代
板
行

葛
飾
北
斎
画

日
本
橋
橋
上
之
図

文
政
年
代
板
行

昇
亭
北
寿
画

道

灌

山

之

図

文
政
年
代
板
行

昇
亭
北
寿
画

洲
崎
辨
天
之
図

文
政
年
代
板
行

渓
斎
英
泉
画

芝
浦
海
上
之
図

天
保
年
代
板
行

一
勇
斎
国
芳
画

大
川
筋
三
ツ
股
之
図

天
保
年
代
板
行

一
立
斎
広
重
画

神
楽
坂
牛
込
見
附
之
図

天
保
年
代
板
行

一
立
斎
広
重
画

外
桜
田
辨
慶
堀
之
図

天
保
年
代
板
行

一
立
斎
広
重
画

霞
ケ
関
坂
上
之
図

天
保
年
代
板
行

一
立
斎
広
重
画

大
川
筋
中
洲
之
図

天
保
年
代
板
行

小
林
清
親
画

大
川
端
元
柳
橋
之
図

明
治
十
二
年
板
行

小
林
清
親
画

江
戸
橋
夕
焼
之
図

明
治
十
二
年
板
行

 �

板
物
板
行
の
各
年
代
を
掲
げ
し
は
図
中
江
戸
風
景
の
変
遷
を
想
像
せ
し
め
ん
が
為
め
著
者
の
推
察
す
る

処
を
記
し
た
る
に
過
ぎ
ず

17
『
日
和
下
駄
』（
籾
山
書
店 

一
九
一
五
年
）
の
体
裁
つ
い
て
は
新
版
『
荷
風
全
集
』（
岩
波
書

店

二
〇
一
〇
年
再
販
）
に
依
っ
た
。

18

知
友
の
二
世
市
川
左
団
次
追
憶
座
談
会
に
、
紙
上
参
加
と
し
て
寄
せ
た
「
浮
世
絵
漁
り
」『
都

新
聞
』（
一
九
四
〇
年
三
月
二
七
日
付
）
に
「
浮
世
絵
は
京
橋
畳
町
の
諏
訪
と
い
ふ
店
か
ら

買
は
れ
た
の
が
初

（
マ
マ
）

ま
り
で
す
。
こ
の
店
は
主
に
西
洋
人
が
お
客
で
其
頃
日
本
人
で
錦
絵
を
買

ひ
に
来
る
人
は
殆
ど
無
い
く
ら
ゐ
で
し
た
。
わ
た
く
し
は
西
洋
で
初
め
て
浮
世
絵
の
趣
味
を

覚
え
た
の
で
帰
つ
て
来
る
や
否
や
諸
処
方
々
へ
問
合
し
て
諏
訪
商
店
を
知
つ
た
の
で
す
。」

と
あ
る
。「
諏
訪
氏
所
蔵
」
と
は
「
諏
訪
商
店
」
関
係
者
の
所
蔵
品
か
と
推
察
さ
れ
る
。

19

単
行
本
『
日
和
下
駄
』
挿
入
の
十
七
図
の
図
版
は
、『
新
版
荷
風
全
集
』
第
十
巻
（
岩
波
書

店

一
九
九
二
年
）「
後
記
」
に
は
、「『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
の
文
章
と
の
関

連
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ら
る
」
と
あ
る
。

20
『
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
』
に
「
天
明
年
代
に
至
る
や
北
尾
政
美
が
江
戸
名
所
鏡
三

巻
鳥
居
清
長
の
物
見
ケ
岡
二
巻
」
と
あ
る
。

21

小
木
新
造
「
荷
風
の
『
江
戸
芸
術
論
』
考
」『
木
代
修
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
一

知
識

人
社
会
と
そ
の
周
辺
』（
一
九
七
五
年
）

22

前
田
愛
「
永
井
荷
風
『
す
み
だ
川
』
隅
田
川
」『
前
田
愛
著
作
集
第
五
巻

都
市
空
間
の
な

か
の
文
学
』（
筑
摩
書
房 

一
九
八
九
年
）
に
「
蘿
月
宗
匠
が
見
は
る
か
す
隅
田
川
の
風
景
が

月
並
み
調
の
枠
組
で
切
り
と
ら
れ
る
の
は
当
然
な
が
ら
、
も
と
も
と
名
所
と
い
う
も
の
は
、

そ
こ
を
訪
れ
た
人
に
月
並
み
の
美
学
を
う
な
が
し
た
て
る
場
所
な
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と

あ
る
。

23

歌
川
広
重
や
小
林
清
親
作
品
と
『
す
み
だ
川
』
と
の
関
連
性
の
考
察
を
深
め
た
、
南
明
日
香

「『
す
み
だ
川
』
の
重
層
す
る
風
景
―
荷
風
・
清
親
・
広
重
な
ど
」『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』

第
八
一
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
で
は
、
初
版
本
か
ら
改
め
ら
れ
た
表
現
に
注
目
し
「
当
初

は
意
識
的
な
名
所
絵
が
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。

24

大
久
保
純
一
「
広
重
に
見
る
江
戸
名
所
絵
の
定
型
」『
広
重
と
浮
世
絵
風
景
画
』（
東
京
大
学
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出
版
会

二
〇
〇
七
年
）

25

こ
の
他
に
も
、
前
掲
「
広
重
に
見
る
江
戸
名
所
絵
の
定
型
」
で
は
、
広
重
「
東
都
名
所

真

土
山
之
図
」
の
構
図
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

26
「
写
真
版
目
次
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
う
ち
の
五
点
を
、
原
文
の
ま
ま
次
に
挙
げ
る
。

隅
田
川
雪
景

明
治
廿
九
年
板
行
三
枚
続
錦
絵
小
林
清
親
画

浅
草
橋
場
の
わ
た
し

明
治
十
二
三
年
頃
板
行
小
林
清
親
画

今
戸
橋
雪
景

明
治
十
二
三
年
頃
板
行
井
上
安
治
画

小
梅
曳
舟
通
雪
景

明
治
十
二
三
年
頃
板
行
小
林
清
親
画

柳
島
酒
楼
橋
も
と

明
治
十
二
三
年
頃
板
行
小
林
清
親
画

27

長
吉
が
お
糸
と
今
戸
橋
で
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
場
面
で
は
、
長
吉
の
目
が
捉
え
た
隅
田
川
は
、

小
林
清
親
の
描
く
光
線
画
「
今
戸
橋
茶
亭
の
月
夜
」
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
も
言
わ

れ
て
い
る
（
前
掲

前
田
愛
「
永
井
荷
風
『
す
み
だ
川
』
隅
田
川
」）。

28
『
す
み
だ
川
』
は
、
四
季
の
描
写
や
幼
馴
染
の
男
女
の
恋
愛
を
描
い
た
点
で
、
磯
田
光
一
『
永

井
荷
風
』（
講
談
社
文
芸
文
庫

一
九
八
九
年
）
他
に
よ
り
、
樋
口
一
葉
『
た
け
く
ら
べ
』

（
一
八
九
五
〜
九
六
）
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。

29

国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』（
一
八
九
八
年
）
に
も
、
桜
の
名
所
で
あ
る
小
金
井
を
夏
に
訪
れ

た
際
の
描
写
が
あ
る
。

30

昭
和
十
年
二
月
二
七
日

31

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。
明
治
十
六
年
頃
日
本
美
術
研
究
の
た
め
来
日
。
新
聞
各
紙
に
挿
絵
を
掲

載
後
、
漫
画
雑
誌
『
ト
バ
エ
』
等
で
日
本
人
の
奇
風
珍
習
、
時
事
問
題
を
扱
い
好
評
を
得
る
。

筆
禍
を
起
こ
し
、
明
治
二
九
年
に
帰
国
し
た
。（『
西
洋
人
名
辞
典

増
補
版
』
岩
波
書
店
）

32

明
治
四
、五
年
頃
、
東
京
の
風
俗
画
、
風
景
画
を
多
く
描
く
。
画
風
は
歌
川
広
重
（
三
代
）

に
似
て
お
り
、
ま
た
、
歌
川
広
重
（
初
代
）
の
弟
子
・
広
景
の
後
名
と
も
い
う
。（『
原
色
浮

世
絵
大
百
科
事
典

第
二
巻

浮
世
絵
師
』
大
修
館
書
店

一
九
八
二
年
）

33

斎
藤
幸
雄
、
幸
孝
、
幸
成
に
よ
る
『
江
戸
名
所
図
会
』（
天
保
五
・
七
年

一
八
三
五
・

三
七
）
の
挿
絵
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
漢
画
系
の
絵
師
と
し
て
世
に
出
、
肖
像
画
や
風
俗

画
を
手
が
け
る
と
と
も
に
、
一
連
の
江
戸
名
所
絵
の
存
在
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
雪
旦
の
画

業
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
『
江
戸
の
絵
師 

雪
旦
・
雪
堤 

─
そ
の
知
ら
れ

ざ
る
世
界
─
』
展
図
録
（
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

34

狩
野
派
の
絵
師
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
幕
末
・
維
新
期
の
動
乱
と
文
明
開
化
の
風
俗
を

独
特
の
筆
法
で
戯
画
や
挿
絵
に
あ
ら
わ
し
た
。
そ
の
画
業
は
、『
河
鍋
暁
斎
と
江
戸
東
京
』

図
録
（
河
鍋
暁
斎
記
念
館
・
江
戸
東
京
博
物
館 

一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。

35

本
項
は
、「
江
戸
東
京
博
物
館N

EW
S vol. 102

」（
二
〇
一
八
年
九
月
発
行
）
に
掲
載
の
拙

文
を
、
大
幅
に
改
訂
・
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

36

小
林
忠
「「
隅
田
川
両
岸
図
巻
」
の
成
立
と
展
開
」（『
國
華
』
一
一
七
二
号
（
一
九
九
三
年

七
月
）に
よ
れ
ば
、本
資
料
は
狩
野
派
の
絵
師
・
藤
原
在
成
休
栄
の「
隅
田
川
長
流
図
巻
」（
宝

暦
年
間

全
三
巻

大
英
博
物
館
所
蔵
）
か
ら
、
そ
の
構
想
の
全
体
と
大
概
を
写
し
た
翻
案

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
我
妻
直
美
「〈
隅
田
川
両
岸
一
覧
図
〉
の
成
立
に
関

す
る
考
察
―
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
「
隅
田
川
風
物
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
京
都
江
戸

東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
号

二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
新
出
の
「
隅
田
川
両

岸
一
覧
図
巻
」（
一
巻

筆
者
不
詳
）
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
制
作
順
序
に
つ
い
て
新
た
に
検

証
を
行
い
た
い
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
。

37

中
野
三
敏
「
沢
田
東
江
伝
初
稿 

そ
の
一
―
享
保
十
七
年
よ
り
宝
暦
四
年
ま
で
」（
暉
峻
康
隆

編
『
近
世
文
芸
論
叢
』
中
央
公
論
社

一
九
七
八
年
）
に
は
、「
文
人
墨
客
の
表
芸
の
一
た

る
書
芸
に
於
い
て
（
略
）
東
江
流
の
名
に
匂
う
あ
の
風
流
艶
冶
の
気
分
」
と
あ
る
。

38

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
『
隅
田
川

江
戸
が
愛
し
た
風
景
』
展
図
録
（
二
〇
一
〇
年
）

に
掲
載
の
解
説
を
参
照
し
た
。

39

当
時
の
巡
査
の
初
任
給
・
四
五
円
（
週
刊
朝
日
編
『
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史
』
朝
日

新
聞
社

一
九
八
一
年
）
の
お
よ
そ
一
．
八
倍
に
あ
た
る
。

40
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
十
三

東
京
都
』（
角
川
書
店
）

41

柳
北
の
言
う
「
旧
地
誌
」
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
「
浅
草
橋
」
の
項

に
は
「
こ
の
東
の
大
川
口
に
か
か
る
を
柳
橋
と
号
く
。
柳
原
堤
の
末
に
あ
る
ゆ
ゑ
に
名
と
す

る
と
ぞ
」
と
あ
る
。
同
書
を
荷
風
も
繙
い
て
い
た
。

42

題
名
は
「
憎
ま
れ
て
な
が
ら
へ
る
人
冬
の
蝿
」
と
い
う
宝
井
其
角
の
句
に
よ
る
。

43

万
年
橋
の
創
架
年
代
は
未
詳
だ
が
現
代
の
鋼
橋
に
改
ま
っ
た
の
は
昭
和
五
年
で
あ
る
。（
前

掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
十
三

東
京
都
』）

44

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
荷
風
は
作
品
集
『
お
も
か
げ
』（
岩
波
書
店
）
刊
行
の
際
、
愛

用
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
万
年
橋
周
辺
の
光
景
を
、
他
の
風
景
写
真
と
と
も
に
図
版
挿
入
し

て
い
る
。

※

荷
風
作
品
の
引
用
は
、
新
版
『
荷
風
全
集
』（
岩
波
書
店

一
九
九
二
〜
九
五
）
を
出
典
と

し
た
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ふ
り
が
な
は
割
愛
し
た
。
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